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は

　

じ

　

め

　

に

一
九
一
四
年
に
勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
が
ジ
ャ
ヮ
の
農
村
経
済

に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
t
 
r
原
住
民
税
負
担
調
査
」
は
・
そ
れ
ま

で
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
の
お
か
げ
で
着
実
に
前
進
し
て
き
た
住

民
の
経
済
生
活
に
制
約
が
加
わ
り
'
住
民
収
入
　
(
V
o
l
k
s
i
n
k
o
m
s
t
e
n
)

は
潤
少
し
た
と
*
p
ま
た
ホ
ン
グ
レ
ー
プ
は
,
大
戦
勃
発
に
向
い
つ

っ
ぁ
っ
た
頃
か
ら
東
イ
ン
ド
に
は
不
景
気
の
兆
候
が
現
わ
れ
て
い
た

が
'
大
戦
勃
発
に
よ
り
1
般
物
価
が
著
し
-
騰
貴
L
t
ジ
ャ
ワ
人
労
働

者
の
実
質
賃
金
は
大
い
に
低
落
し
た
と
指
摘
す
&
筆
者
も
ま
た
,
大

戦
勃
発
に
よ
り
農
村
経
済
状
況
が
悪
化
し
た
と
す
る
こ
と
に
は
異
議
は

な
い
が
'
た
だ
'
従
来
'
そ
の
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
は
必
ず
し
も
充
分

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
で
'
小
論
で
は
、

先
ず
ジ
ャ
ワ
の
農
村
経
済
を
大
き
く
規
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
梧
業
の

一
〇
年
代
の
動
向
を
な
が
め
'
次
に
糖
業
が
農
民
に
対
し
て
支
払
っ
た

借
地
料
と
賃
金
の
動
向
を
見
る
こ
と
に
よ
り
'
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
討

し
'
併
せ
て
そ
れ
が
当
時
の
農
村
社
会
経
済
構
造
の
中
で
持
っ
た
意
味

植
　
　
村
　
　
春
　
　
夫
,

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

註
(
-
h
)
　
O
n
d
e
r
z
o
e
k
n
a
a
r
d
e
n
B
e
l
a
s
t
i
n
g
d
r
u
k
o
p
d
e
l
n
l
a
n
d
s
c
h
e
B
e
v
o
l
k
-

i
n
g
,
1
9
2
6
,
W
e
l
t
e
v
r
e
d
e
n
,
p
.
5
-
6
.

(
N
)
　
ホ
ン
グ
レ
ー
プ
著
'
岩
隈
博
訳
r
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
史
概
説
]
(
昭

和
十
八
年
)
二
四
八
～
二
五
七
頁
参
照
。

l
、
I
九
l
O
年
代
ジ
ャ
ワ
糖
業
の
状
況

第
1
表
は
'
ジ
ャ
ワ
権
の
生
産
・
輸
出
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る

が
'
こ
こ
か
ら
直
ち
に
読
み
と
れ
る
こ
と
は
'
大
戦
勃
発
以
降
に
は
陪

業
の
発
展
が
鈍
い
こ
と
(
例
え
ば
収
穫
面
積
で
比
較
す
る
と
'
一
九
〇

四
年
か
&
　
三
年
ま
で
に
約
1
・
四
倍
に
伸
び
て
い
る
の
が
'
続
く
一

四
年
か
ら
二
三
年
ま
で
の
T
〇
年
間
は
一
・
.
1
倍
.
 
e
伸
び
に
す
ぎ
な

い
)
'
と
く
に
1
九
年
の
収
軽
減
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
'
指
出
状
況
で

は
一
〇
年
代
は
1
般
に
不
振
で
あ
る
が
'
中
で
も
一
七
年
の
極
度
の
不

振
と
1
九
年
の
大
幅
な
伸
び
」
二
〇
年
に
落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
な
ど

で
あ
ろ
う
。
以
下
'
時
期
を
い
-
つ
か
に
分
け
て
'
や
や
詳
し
く
以
上
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の
状
況
を
検
討
し
て
み
た
い
。

(
1
)

川
一
四
年
大
戦
勃
発
ま
で

1
九
世
紀
末
の
不
況
を
経
た
ジ
ャ
ワ
梧
業
は
'
1
九
〇
二
年
の
ブ
ル

ッ
セ
ル
協
定
締
結
後
'
景
気
が
上
向
き
'
と
く
に
一
九
〇
八
年
～
三

年
の
時
期
に
は
好
況
に
享
え
ら
.
れ
栽
培
拡
大
と
増
収
が
続
い
た
。
即
ち

一
一
年
の
収
穫
は
一
〇
年
前
と
比
べ
る
と
一
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
達

し
'
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
欧
州
テ
ン
サ
イ
培
、
キ
ュ
ー
バ
糖
の
不
振
の
お

か
げ
で
積
出
好
調
で
あ
っ
た
。
翌
1
二
年
は
'
ジ
ャ
ワ
糖
は
不
作
で
あ

り
'
逆
に
欧
州
テ
ン
サ
イ
梧
及
び
キ
ュ
ー
バ
糖
が
大
豊
作
で
あ
り
'
糖

僧
は
下
っ
た
が
'
1
二
年
産
権
の
売
買
契
約
が
梧
価
の
高
か
っ
た
時
期

に
先
物
買
い
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
た
こ
と
や
'
欧
州
市
場
'
ア
メ
リ

カ
市
場
の
需
要
が
拡
大
し
た
こ
と
な
ど
で
'
プ
ラ
ン
タ
ー
の
利
益
は
大

き
か
っ
た
。
1
三
年
は
'
若
干
の
カ
ナ
ダ
向
け
を
例
外
と
し
て
'
ジ
ャ

ワ
梧
輸
出
の
ほ
ぼ
全
部
が
ア
ジ
ア
市
場
へ
向
け
ら
れ
た
i
"
'
1
英
鎮
イ
ン

ド
の
大
量
購
入
に
支
え
ら
れ
て
価
格
は
良
好
で
あ
り
'
ま
た
収
穫
状
況

も
満
足
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
'
1
四
年
に
入
T
Q
と
'
前
半
の
市
況
は
芳
し
い
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
即
ち
'
輸
出
の
主
力
を
占
め
る
最
上
級
白
糖
　
s
u
p
e
n
e
u
r
e

(
ォ
・
>
]

h
o
o
f
d
s
u
i
k
e
r
の
価
格
は
'
一
月
の
ピ
コ
ル
当
り
・
L
八
.
二
一
五
・
w
-
^
S
-
I

八
か
ら
七
月
の
・
～
'
七
・
七
五
ま
で
下
落
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
'
七
月
ま
で

の
時
期
に
お
け
る
ジ
ャ
ワ
糖
輸
出
量
は
'
一
九
l
二
年
t
.
二
二
年
の
同

<
サ
>

時
期
の
輸
出
量
を
か
な
り
下
回
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
の
如
き
状
況

の
と
こ
ろ
へ
'
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
の
報
が
入
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

榊
第
一
次
・
K
戦
勃
発
か
ら
〓
八
年
ご
ろ
ま
で

第
l
次
大
戦
勃
発
が
ジ
ャ
ワ
糖
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
t
K
.
V
.

1
9
1
5
は
次
の
よ
う
に
述
.
へ
る
。
.

欧
州
戦
争
勃
発
後
'
と
く
に
英
国
側
か
ら
生
じ
た
膨
大
な
量
の

注
文
の
お
か
げ
で
'
価
格
は
完
全
に
元
に
戻
っ
た
だ
け
で
は
な
く
'

八
月
の
終
り
に
は
未
曽
有
の
水
準
に
達
し
た
。
(
s
u
p
e
n
e
u
r
e

h
o
o
f
d
s
u
i
k
e
r
ォ
ー
ォ
"
三
・
五
/
ビ
n
ル
t
h
o
o
f
d
s
u
i
k
e
r
n
o
.
1
6
e
n

・
h
o
o
g
e
r
ォ
ォ
'
]
二
/
ピ
コ
ル
t
m
u
s
c
o
v
a
d
o
s
ォ
ォ
"
「
七
五
/
ど

コ
<
ォ
>
)*
)

ま
た
t
V
.
H
.
1
9
1
4
の
記
述
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

(
更
に
糖
価
の
低
落
が
予
測
さ
れ
た
時
に
)
欧
州
戦
争
が
勃
発
し

た
。
ド
イ
ツ
は
そ
の
最
大
の
お
得
意
だ
っ
`
た
英
国
と
敵
対
す
る
こ

と
な
り
'
ノ
こ
れ
に
よ
っ
て
か
な
り
の
量
の
八
月
取
引
分
が
直
ち
に

宙
に
浮
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
'
英
国
で
は
砂
糖
が
大
い
に

ノ
不
足
L
t
こ
の
た
め
に
主
に
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
八
月
へ
九
月
'
二

〇
月
船
積
の
(
砂
糖
買
付
の
た
め
の
)
取
引
を
行
な
っ
た
。
短
期

間
に
'
大
ま
か
に
見
て
約
六
〇
〇
'
〇
〇
〇
ト
ン
の
ジ
ャ
ワ
糖
が

英
国
へ
元
却
さ
れ
'
こ
れ
に
よ
っ
て
価
格
は
一
挙
に
上
昇
し
t

s
u
p
e
r
i
e
u
r
e
h
o
o
f
d
s
u
i
k
e
r
・
ォ
'
三
・
二
五
/
ピ
コ
ル
t
h
o
o
f
d
-

s
u
i
k
e
r
n
0
.
.
1
6
e
n
′
h
o
o
g
e
r
*
ォ
一
二
二
一
五
/
ピ
コ
ル
'

m
u
s
c
o
v
a
d
o
s
*
ォ
'
一
二
/
ピ
コ
ル
と
い
う
未
曽
有
の
水
準
に
達
し

(
6
)

た
。
.

か
く
し
て
'
大
戦
勃
発
は
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
ド
イ
ツ
テ
ン
サ
イ
糖
を
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19 16 19 17 19 18 19 19 192 0 19 2 1 19 22 192 3 19 24

1, 630 ,0 00 1,8 22 ,00 0 1 ,77 8 ,00 0 1, 33 6, 000 1,5 7 7,0 00 1,6 9 1,0 00 1,82 0 ,00 0 1,8 05 ,0 00 2 ,0 12 ,00 0

1 1 1 12 4 12 1 9 1 1 08 1 15 12 4 1 23 13 7

157 ,4 17 16 0, 43 9 16 3, 07 1 13 7,6 56 153 ,3 66 15 7 ,0 21 16 1,9 79 163 ,5 14 17 1 ,56 0

10 8 1 10 112 . 由5 I0 6 10 8 H l I l° 118

1 ,44 7, 52 8 1, 18 4, 142 1,5 40 , 100 1,8 62 ,3 10 1 ,5 10 ,37 6 1, 67 5, 108 1,4 34 ,4 87 1,8 22 ,14 4 1,8 6 2,7 99

9 9 8 1 105 127 10 3 、、lli 98 i2 4 127

市
場
か
ら
追
い
'
ジ
ャ
ワ
糖
を
再
び

英
国
市
場
へ
進
出
さ
せ
る
こ
と
と
な

り
t
 
r
そ
の
価
格
を
急
激
に
引
き
上
げ

た
の
で
あ
っ
た
。

翌
一
五
年
に
入
る
と
'
英
国
向
け

は
減
少
し
た
が
t
　
か
わ
り
に
フ
ラ
ン

ス
向
け
が
大
幅
に
増
加
し
'
ま
た
ア

ジ
ア
市
場
の
英
鎮
イ
ン
ド
'
香
港
'

中
国
向
け
も
増
加
し
た
。
ま
た
'
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
へ
も
大
量
の
　
h
o
o
f
d
-

s
u
i
k
e
r
　
が
輸
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
輸
出
量
の
合
計
は
前
年
に
比
'
へ
て

減
少
し
た
が
'
主
力
輸
出
品
た
る
最

上
級
白
糖
は
英
銃
イ
ン
ポ
や
欧
州
市

場
の
`
不
安
定
さ
か
ら
投
機
の
対
象
と

な
っ
て
'
1
時
は
卸
鑑
で
*
J
l
四
・

五
/
ピ
コ
ル
に
達
す
る
な
ど
価
格
.
が

上
昇
し
た
。
年
末
に
は
ォ
"
・
!
1
二
・
五

/
ピ
コ
ル
ま
で
値
下
り
し
た
が
'
こ

の
よ
う
に
権
価
が
高
水
準
を
保
ち
え

た
の
は
'
英
仏
両
国
の
大
量
買
付
と
'

英
領
イ
ー
ン
ド
が
不
足
す
る
砂
権
を
す

べ
て
ジ
ャ
ワ
糖
に
仰
い
だ
か
ら
で
あ

D

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

1
六
年
は
」
全
体
と
し
て
輸
出
量
は
増
加
し
'
と
く
に
英
国
向
け
が

大
き
く
伸
び
た
。
こ
の
年
の
初
め
'
ポ
ン
ド
と
の
交
換
レ
ー
ト
の
不
利

や
船
腹
不
足
に
よ
り
'
最
大
の
欧
人
商
会
が
買
付
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
な

ど
砂
糖
の
取
引
は
不
活
発
で
あ
り
'
最
上
級
白
糖
は
三
月
中
旬
に
H
H
-
I

二
/
ピ
コ
ル
ま
で
値
下
り
し
た
が
'
四
月
中
旬
に
英
国
政
府
か
ら
大
量

の
注
文
が
入
っ
た
こ
と
と
'
英
鎮
イ
ン
ド
向
け
に
大
量
に
売
れ
た
こ
と

な
ど
か
ら
'
華
人
商
人
に
よ
る
投
機
買
い
な
ど
も
殺
到
L
t
再
び
価
格

が
上
昇
を
始
め
'
御
値
で
-
・
I
四
・
五
/
ピ
コ
ル
ま
で
上
っ
た
。
ま
た
・

こ
の
年
に
は
翌
年
に
生
産
さ
れ
る
1
七
年
産
権
に
対
す
る
先
物
買
い
も

盛
ん
に
行
な
わ
れ
'
そ
の
価
格
も
1
 
1
月
に
は
-
'
I
七
/
ピ
コ
ル
を
記
録
,

年
末
に
は
約
八
七
万
ト
ン
が
売
買
契
約
済
で
あ
っ
&

糾
　
〓
ハ
年
後
半
か
ら
の
輸
出
K
・
塩
と

そ
れ
へ
の
塘
業
側
の
対
応

以
上
に
見
た
よ
う
に
'
大
戦
勃
発
当
初
の
二
年
ほ
ど
は
'
ジ
ャ
ワ
箪

業
は
打
撃
を
受
け
た
と
い
う
よ
り
'
欧
州
市
場
へ
の
進
出
な
ど
に
よ
り

好
景
気
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
こ
と
は
'
一
九
一
四
,
一

五
年
の
輸
出
量
が
同
年
の
生
産
高
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
寧
見

よ
う
。
L
l
か
L
t
　
〓
ハ
年
の
後
半
ご
ろ
に
な
る
と
'
大
銭
の
影
響
が
次

第
に
悪
い
方
向
に
現
わ
れ
始
め
た
。
即
ち
'
こ
の
こ
ろ
か
ら
船
旗
不
足

が
明
ら
か
に
な
り
始
め
'
結
局
'
こ
の
年
の
末
に
は
四
〇
〇
万
ピ
コ
ル

(
=
約
二
四
万
ト
ン
)
の
1
六
年
産
だ
が
船
積
み
で
き
ず
に
乾
っ
H
o
'

か
く
し
て
迎
え
た
1
七
年
は
'
ジ
ャ
ワ
桔
菜
に
と
っ
て
極
め
て
状
況

の
悪
い
年
で
あ
っ
た
。
年
初
'
ジ
ャ
ワ
糖
輸
出
に
都
合
の
悪
い
二
つ
の

24
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l 表 ジ ャワ の 生 .

午 19 01 190 4 19 1 1 19 12 19 13

1,4 66 ,∞ 0

19 H

1,4 05 ,00 0

19 15

1 ,3 19 ,000砂 糖 生 産 高 ( t 8 04 ,0 00 1 ,0 55 ,0 00 1 .4 67 ,的 0 1 ,40 6 ,00 0

同 指 数 5 5 7 2 100 9 5 100 95 9 0

砂 糖 キ ビ収 穫 面 積 (h a 10 2, 25 2 10 1, 91 7 135 ,7 8 1 140 ,3 03 1 45 ,32 1 14 7,4 6 5 15 1,16 5

同 指 数 l 7 0 7 0 9 3 97 10 0 10 1 10 4

砂 糖 輪 出 高 ( t 7 23 ,66 8 1 ,05 1 ,53 8 1 ,43 7, 90 7 1, 45 7, 08 1 1,4 69 ,2 65 1 ,4 88 ,16 9 1, 37 0,9 23

同 指 数 49 72 9 8 9 9 100 10 1 9 3

出所 蝣.C ha nging E conom y in Indo nesia, V ol. 1, 1975 ,H agu e,p .6 3~ 76.

条
件
が
存
在
し
た
。
第
一
t
は
船
腹
不

足
で
'
二
六
年
よ
り
更
に
1
層
深
刻

で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
一
秒
糖
に
と

ど
ま
ら
ず
輸
出
全
体
'
更
に
は
後
述

の
よ
う
に
輸
入
に
も
極
め
て
大
.
き
な

(
2

影
響
を
及
ぼ
し
た
。
第
二
は
'
ラ

イ
バ
ル
で
あ
る
キ
ュ
ー
バ
糖
の
大
豊

作
の
訂
卸
.
.
j
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
即
ち
'
年
初
の
キ
ュ
ー
バ
糖

生
産
見
込
は
三
五
七
万
三
千
ト
ン

で
,
こ
れ
に
よ
り
梧
価
が
押
し
下
げ

=
1

ら
れ
た
。

さ
て
'
価
格
の
動
き
を
具
体
的
に

追
っ
て
見
る
と
'
売
れ
残
っ
て
い
た

〓
ハ
年
産
糖
は
'
ピ
コ
ル
当
り
で
年

初
の
M
-
H
一
四
・
人
七
五
か
ら
'
二
月

中
旬
.
-
・
一
四
二
二
五
'
二
月
末
～
三

月
*
J
l
四
・
五
'
四
月
末
-
1
三
・

五
'
五
月
中
旬
-
1
二
・
五
と
下
降

し
'
最
後
の
残
り
が
売
れ
た
五
月
後

半
の
価
格
は
壬
.
一
二
・
二
五
で
あ
っ

た
。
一
七
年
産
糖
は
一
六
年
末
の
壬
'

一
四
.
・
1
二
五
-
H
J
l
四
二
一
五

が
'
一
月
中
旬
.
J
l
四
'
四
月
初
f
Q

1
三
・
七
五
,
四
月
末
・
～
・
一
三
・
五
'
五
月
後
半
1
二
三
二
一
五
'
六

月
初
1
二
二
・
二
五
¥
-
4
H
三
・
五
'
七
月
中
旬
1
二
一
-
*
-
>
M
-
4
二
・

二
五
・
八
月
末
-
・
1
「
五
二
〇
月
・
J
l
〇
・
七
五
二
一
～
三

月
・
H
・
一
〇
・
五
と
'
こ
れ
ま
た
大
幅
に
下
降
し
た
。

か
く
て
・
こ
の
年
に
は
い
く
つ
か
の
欧
人
輸
出
業
者
や
'
二
大
華
人

輸
出
商
会
が
砂
糖
の
買
付
を
停
止
し
た
サ
・
(
四
月
)
'
先
物
買
契
約
し

た
砂
糖
の
受
取
と
支
払
を
拒
否
す
る
華
人
業
者
が
出
現
し
た
り
(
六
月
)

・
と
い
っ
た
事
態
も
生
じ
・
結
局
'
一
七
年
産
糖
の
三
分
の
一
を
売
り
残

す
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
年
初
に
は
,
こ
れ
に
加
え
て
大
消
費
地
た
る
英
国
J
英
頂
イ
ン

ド
か
ら
の
受
注
が
な
く
,
台
湾
糖
の
大
凶
作
に
よ
る
日
本
か
ら
の
若
干

の
引
合
い
は
あ
っ
た
も
の
の
'
一
七
年
産
糖
の
残
り
を
一
八
年
産
糖
生

産
開
始
ま
で
の
時
期
に
売
り
切
っ
て
し
ま
う
展
望
は
全
く
た
た
な
か
っ

た
。
価
格
は
,
こ
れ
を
反
映
し
て
更
に
下
り
へ
'
M
-
4
五
・
五
を
記
録
し
た
。

こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
ジ
ャ
ワ
糖
業
の
と
っ
た
対
応
策
は
以
下
の

_
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
先
ず
第
一
は
二
七
年
産
糖
の
貯
蔵
で
あ
る
。

即
ち
,
早
く
も
一
七
年
二
月
に
は
関
係
者
が
ス
ラ
バ
ヤ
に
集
ま
り
'
貯

蔵
ス
ペ
ー
ス
を
ど
う
や
っ
て
確
保
す
る
か
を
話
し
合
っ
て
い
る
。
こ
の

会
議
の
場
で
は
,
ス
ラ
バ
ヤ
に
お
け
る
貯
蔵
ス
ペ
ー
ス
が
'
や
は
り
船

積
で
き
な
か
っ
た
〓
ハ
年
産
コ
ー
ヒ
ー
や
タ
バ
コ
に
よ
っ
て
一
部
分
塞

が
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
t
.
`
他
方
で
は
国
鉄
が
港
湾
地

区
に
一
〇
〇
万
ピ
コ
ル
の
砂
糖
貯
蔵
庫
を
建
設
す
る
こ
と
を
的
し
た

り
,
.
あ
る
い
は
大
半
の
糖
業
で
充
分
な
貯
蔵
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
う
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
な
ど
'
貯
蔵
問
題
解
決
へ
の
展
望
を
拓
く
も
の
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で
あ
っ
た
。

第
二
は
'
流
通
面
で
の
対
応
策
で
あ
る
。
先
ず
'
上
述
の
華
人
業
者

の
契
約
破
棄
を
き
っ
か
け
に
'
糖
業
の
多
く
が
結
集
し
て
ジ
ャ
ワ
糖
業

協
会
J
a
v
a
s
u
i
k
e
r
V
e
r
e
e
n
i
g
i
n
g
を
結
成
す
る
が
'
こ
の
組
織
は
結
集

企
業
の
未
販
売
権
及
び
'
華
人
業
者
の
契
約
破
棄
や
買
戻
し
に
よ
り
企

業
側
へ
戻
っ
て
き
た
砂
糖
の
版
元
を
任
務
と
す
る
も
の
で
あ
り
,
.
こ
の

際
に
未
だ
市
場
に
出
て
い
な
い
一
七
年
産
糖
を
可
能
な
限
り
独
占
取
引

L
t
糖
価
の
維
持
調
整
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と

も
'
こ
の
協
会
に
よ
る
統
1
販
売
は
一
七
年
一
〇
～
1
二
月
に
幾
度
か

実
施
さ
れ
た
が
'
価
格
低
落
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
一
八
年
産
糖
の
統
一
坂
元
の
実
現
目
ざ
し
て
努
力
が
な
さ
れ
た

が
　
u
れ
は
拒
否
す
る
企
業
も
あ
っ
て
失
敗
に
終
っ
た
と
い
わ
れ
る
?

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
二
八
年
に
な
る
と
'
植
民
地
政
庁
が
砂

糖
の
流
通
に
直
接
介
入
す
る
に
至
っ
た
。
即
ち
'
七
月
二
九
日
に
政
庁

の
下
に
設
置
さ
れ
た
対
糖
業
勧
告
委
員
会
C
o
m
m
i
s
s
i
e
v
a
n
a
d
v
i
e
s

v
o
o
r
d
e
s
u
i
k
e
r
は
」
最
低
価
格
を
定
め
'
砂
糖
輸
出
を
管
理
す
る
役

割
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
'
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
・

砂
糖
市
場
に
著
し
い
変
化
が
起
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
権
価
は
着
実
に
上

昇
し
て
七
月
末
の
f
t
五
二
云
/
ピ
コ
ル
か
ら
こ
の
年
の
後
半
に
は
・
H
・

1
三
・
五
/
ピ
コ
ル
ま
で
周
復
し
た
。
1
七
年
産
糖
の
残
り
は
完
売
し
,

1
八
年
産
糖
も
大
半
が
売
り
切
れ
た
。
こ
の
委
員
会
そ
れ
自
体
は
同
年

1
0
月
二
二
日
に
解
散
す
る
が
'
こ
の
輸
出
管
理
の
仕
事
は
同
年
八
月

初
に
オ
ラ
ン
ダ
で
一
五
七
企
業
が
参
加
し
て
設
立
さ
れ
た
ジ
ャ
ワ
砂
糖

生
産
者
連
合
V
e
r
e
e
n
i
g
i
n
g
v
a
n
J
a
v
a
-
S
u
i
k
e
r
p
r
o
d
u
c
e
n
t
e
n
(
以
下

V
.
J
.
S
.
P
.
と
省
略
)
に
引
き
つ
が
れ
毎

対
応
の
三
番
目
に
あ
げ
る
べ
き
は
二
九
年
産
糖
の
生
産
調
整
で
あ

る
。
こ
の
章
の
冒
頭
に
お
い
て
見
た
1
九
年
産
糖
収
穫
面
積
の
顕
著
な

縮
小
に
つ
い
て
t
K
.
V
.
1
9
1
9
,
p
.
2
5
7
は
「
食
糧
問
題
と
の
関
連
や

そ
の
他
の
理
由
か
ら
'
1
九
1
九
年
の
た
め
の
砂
糖
キ
ビ
栽
培
は
一
五

%
減
少
し
た
。
」
と
述
べ
'
食
糧
問
題
と
の
関
連
を
強
調
す
る
の
で
あ

る
が
'
管
見
の
限
り
で
は
む
し
ろ
輸
出
不
振
対
策
が
第
1
義
的
理
由
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

周
知
の
如
く
'
ジ
ャ
ワ
は
1
9
世
紀
後
半
以
来
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
大
拡
張
の
中
で
'
米
を
中
心
と
す
る
食
糧
を
輸
入
せ
ざ
る
を
え
な
い

状
況
に
あ
っ
た
が
'
先
述
し
た
大
戦
末
期
の
船
腹
不
足
は
食
糧
輪
人
に

も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
し
て
二
八
年
初
・
米
の
指
人
が
一

時
的
に
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
た
こ
と
を
直
接
の
契
機
と
し
て
,
政
庁
は

ジ
ャ
ワ
及
び
1
部
外
鎮
地
域
の
食
提
不
足
発
生
を
懸
念
し
て
・
砂
梧
キ

ビ
栽
培
実
施
地
域
を
二
〇
%
も
し
く
は
二
五
%
縮
小
し
・
こ
れ
を
食
提

生
産
に
振
り
向
け
る
こ
と
を
提
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
提
起
に
対
し
て
は
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
が
,
次
に
掲
げ
る

の
は
一
八
年
四
月
四
日
に
'
蘭
印
捻
督
'
内
務
官
僚
'
陪
芙
関
係
者
な

ど
が
集
ま
っ
て
開
い
た
会
議
で
出
さ
れ
た
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ユ
ケ
で
あ

り
'
各
層
の
立
場
の
差
が
出
て
お
り
興
味
深
い
。

原
住
民
の
側
か
ら
は
'
そ
れ
ら
の
土
地
'
即
ち
食
提
作
物
の
栽

培
に
適
し
た
土
地
に
お
け
る
故
人
商
業
作
物
栽
培
の
拾
小
が
・
穀

く
主
張
さ
れ
た
。
ま
た
'
梧
業
と
タ
バ
コ
企
業
の
支
配
人
遠
も
・

縮
小
に
賛
成
の
傾
向
が
支
配
的
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
,
オ
ラ
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ン
ダ
在
住
の
オ
ー
ナ
ー
達
は
そ
う
で
は
な
い
。

砂
精
キ
ビ
と
タ
バ
コ
の
強
制
的
栽
培
相
中
は
'
理
事
官
　
r
e
s
i
-

d
e
n
t
　
遠
に
よ
っ
て
思
い
と
ど
ま
ら
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
'
様
々

な
企
業
に
お
け
る
仕
事
や
'
そ
れ
ら
の
企
業
の
た
め
の
仕
事
が
'

穀
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
唯
1
の
収
入
源
で
あ
る
と
い
う
理
由
に

よ
る
。
た
し
か
に
'
こ
の
精
小
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
食
糧
を
獲

得
す
る
可
能
性
は
開
か
れ
る
で
あ
ろ
う
が
'
梧
業
地
帯
の
住
民
の

1
部
は
'
地
元
の
出
身
で
は
な
く
'
あ
ら
ゆ
る
目
的
の
た
め
に
現

金
を
必
要
と
す
る
。
(
栽
培
縮
小
に
よ
る
)
利
益
は
'
そ
の
不
利

益
の
大
き
さ
に
到
底
均
合
う
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。各

地
で
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
ら
し
い
'
と
く
に
地
味
の

悪
い
土
地
に
お
け
る
自
主
的
な
制
限
の
場
合
に
は
'
人
々
は
そ
の

結
果
を
自
然
と
受
け
容
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
L
t
困
難

(=)

は
可
能
な
限
り
除
去
す
.
へ
く
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
会
議
の
参
加
者
が
ど
の
よ
う
な
人
々
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
か

が
'
先
述
し
た
以
上
に
詳
し
く
は
不
明
の
た
め
'
こ
こ
で
い
う
「
原
住

民
の
側
」
が
如
何
な
る
人
達
で
あ
っ
た
か
は
残
念
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
。

次
に
糖
業
関
係
者
の
中
で
.
.
ジ
ャ
ワ
現
地
在
住
の
支
配
人
と
オ
ラ
ン
ダ

在
住
の
オ
ー
ナ
ー
達
と
の
問
で
意
見
が
分
れ
た
の
は
'
ジ
ャ
ワ
糖
業
の

当
時
の
不
振
ぶ
り
を
ど
れ
ほ
ど
深
刻
に
認
識
し
て
い
た
か
と
い
う
点
で

の
差
で
あ
ろ
う
。
理
事
官
の
反
対
は
'
住
民
支
配
の
立
場
か
ら
の
も
の

で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
'
結
局
'
一
律
生
産
縮
小
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
&
各
企
業
の
自
主
的
な
判
断
に
よ
る
生
産
縮
小
は
実
施
さ
れ

た
。
今
'
そ
の
状
況
を
見
る
と
'
全
ジ
ャ
ワ
・
マ
ゾ
ラ
の
一
八
]
ハ
企
業

中
'
ク
レ
べ
ト
K
r
e
b
e
t
(
パ
ス
ル
ア
ン
一
八
年
産
梧
栽
培
面
積
二

四
七
バ
ウ
)
・
ク
ノ
ゴ
　
K
e
n
o
g
o
(
ク
デ
ィ
リ
　
九
八
l
パ
パ
ウ
)
'
ク
求

ン
ハ
ル
ナ
m
 
K
e
b
o
n
h
a
r
d
j
o
(
レ
ン
バ
ン
　
四
六
六
バ
ウ
)
'
カ
ラ
ン

ア
ノ
ム
　
K
a
r
a
n
g
a
n
o
m
(
ス
ラ
カ
ル
タ
　
六
大
三
バ
ウ
)
'
ゴ
ン
ダ
ン

リ
プ
ロ
　
G
o
n
d
a
n
g
l
i
p
o
e
r
o
(
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
　
四
八
六
.
ハ
ウ
)
'

チ
ダ
ウ
T
j
i
d
a
h
o
e
(
チ
ェ
リ
ボ
ン
　
1
八
年
産
糖
栽
培
面
積
不
明
)
の

2

六
企
業
が
完
全
に
栽
培
を
停
止
し
た
他
'
ほ
と
ん
ど
の
企
業
が
栽
培

【
_
■
)

面
積
を
縮
小
し
て
い
る
。

さ
て
ゝ
.
S
.
は
'
「
一
九
1
八
年
の
砂
糖
キ
ビ
収
穫
が
開
始
さ
れ
'

な
お
は
け
て
い
な
い
一
七
年
収
穫
の
鳩
に
加
え
て
'
新
し
い
収
穫
の
大

半
を
貯
蔵
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
が
生
じ
た
時
'
オ
ー
ナ
ー
達
が

占
め
た
最
初
の
立
場
の
破
綻
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
い
く
つ
か
の
企
業

は
'
自
主
的
に
よ
り
制
限
さ
れ
た
方
式
で
も
っ
て
'
植
付
を
停
止
も
し

く
は
縮
小
し
た
。
そ
し
て
'
ジ
ャ
ワ
銀
行
は
既
に
一
九
一
八
年
の
三
月

に
'
`
売
れ
ゆ
き
が
改
善
さ
れ
な
い
限
り
t
、
従
来
通
り
の
栽
培
へ
の
融
資

は
続
け
る
こ
と
を
保
証
で
き
な
い
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か

し
t
.
一
九
1
八
～
二
九
年
収
穫
の
縮
小
に
足
並
を
そ
ろ
え
る
に
は
遅
す

ぎ
た
。
既
に
多
く
の
企
業
が
制
限
な
し
に
植
付
け
る
た
め
の
方
策
を
採

っ
て
い
た
。
即
ち
'
苗
は
育
て
ら
れ
て
お
り
'
四
月
末
に
は
既
に
1
〇

五
〇
〇
バ
ウ
が
植
付
け
ら
れ
'
何
万
バ
ウ
も
の
土
地
が
造
成
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
上
'
オ
ラ
ン
ダ
在
住
の
オ
ー
ナ
「
と
の
時
間
の
か
か
る
相
談

が
'
一
八
年
に
な
お
何
ら
か
の
共
同
行
動
を
取
る
可
能
性
を
妨
げ
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た
。
」
衰
,
こ
の
間
の
事
情
を
説
明
し
て
い
票
,
こ
の
蟹
山
が
糖

業
連
合
会
の
出
版
物
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
'
恐
ら
く
こ
こ
に

は
糖
業
側
の
本
音
が
出
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
'
こ
こ
に
は
食
糧
問

題
は
全
く
出
て
来
ず
'
た
だ
売
れ
残
り
が
多
い
点
と
,
当
時
の
最
大
の

融
資
元
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ワ
銀
行
か
ら
の
融
資
が
不
確
実
で
あ
る
点
が
,

2

生
産
縮
小
に
導
い
た
要
因
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

川
　
戦
紗
ブ
ー
ム
⊥
一
〇
年
K
・
況

以
上
の
対
策
が
採
ら
れ
る
中
で
二
八
年
八
月
ご
ろ
か
ら
ジ
ャ
ワ
糖

を
め
ぐ
る
状
況
は
好
転
し
た
。
先
に
触
れ
た
価
格
上
昇
は
一
九
年
も
続

き
二
八
年
産
糖
は
卸
値
で
最
高
s
H
i
三
・
三
七
五
/
ピ
コ
ル
ま
で
上

1
っ
た
。
1
九
年
産
糖
の
動
き
を
見
る
と
'
既
に
1
八
年
中
に
1
七
〇
万

ピ
コ
ル
が
先
物
買
さ
れ
て
い
た
が
'
価
格
は
一
月
末
の
ピ
コ
ル
当
り
t
H
・

1
四
-
h
4
]
四
二
豆
が
七
月
中
旬
に
は
卸
値
で
・
～
・
四
1
ま
で
上
昇
,

そ
の
後
'
7
時
的
に
暴
落
し
て
八
月
末
に
は
-
・
I
H
ハ
ま
で
下
っ
た
が
,

そ
の
後
'
欧
州
テ
ン
サ
イ
糖
不
作
の
報
が
入
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
再

び
上
昇
し
二
二
月
末
に
は
御
値
で
・
～
・
四
七
*
-
-
M
-
J
四
八
・
七
五
ま
で
に

達
し
た
。
ま
た
'
二
〇
年
産
糖
に
対
す
る
需
要
も
大
き
か
っ
た
。

こ
う
し
た
ジ
ャ
ワ
糖
に
対
す
る
需
要
の
集
中
と
価
格
上
昇
は
・
[
キ

ュ
ー
バ
糖
の
不
振
'
他
の
ア
ジ
ア
産
梧
地
域
の
天
候
不
順
に
よ
る
河
収
,

欧
州
テ
ン
サ
イ
糖
の
未
回
復
に
加
え
て
'
戦
争
終
結
に
よ
る
輪
送
状
況

の
回
復
が
そ
の
要
因
で
あ
っ
H
o
)

こ
の
ブ
ー
ム
は
二
〇
年
前
半
も
継
続
し
'
二
〇
年
産
糖
は
五
月
中
旬

の
取
引
で
・
+
-
*
七
〇
%
-
N
ォ
+
H
七
二
・
五
/
ピ
コ
ル
(
卸
値
)
の
高
値
を
記
録

し
た
。
と
こ
ろ
が
'
こ
の
月
の
終
り
'
突
然
に
受
注
が
停
止
し
・
以
降
・

値
崩
れ
が
始
ま
り
'
二
万
に
は
・
ォ
・
-
四
/
ピ
コ
ル
ま
で
低
下
し

(
2
0
)

た
。
翌
年
初
に
は
'
キ
ュ
ー
バ
糖
の
不
作
の
お
か
げ
で
や
や
回
復
し
た

も
の
の
'
こ
の
頃
か
ら
欧
州
テ
ン
サ
イ
糖
が
市
場
へ
復
帰
し
は
じ
め
る

と
い
う
事
情
も
あ
り
'
ジ
ャ
ワ
糖
が
再
び
輸
出
を
伸
ば
し
始
め
る
の
は

二
三
年
以
降
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
二
〇
年
代
ジ
ャ
ワ
糖
業
は
大
戦
ま
で
の
好
況
,
大

戦
直
後
の
好
況
と
大
戦
末
不
輿
戦
後
ブ
ー
ム
と
二
〇
年
不
況
と
・
大

き
く
揺
れ
動
い
た
。
こ
の
状
況
が
'
借
地
料
と
賃
金
に
ど
う
影
書
し
た

で
あ
ろ
う
か
」
以
下
'
検
討
し
て
み
た
い
。

W
(
'
H
)
　
こ
の
部
分
の
記
述
は
'
基
本
的
に
は
T
i
o
 
P
o
o
 
T
j
i
a
n
g
,
D
e

S

u

i

k

e

r

h

a

n

d

e

l

v

a

n

J

a

v

a

,

1

9

1

3

,

A

m

s

t

e

r

d

a

m

,

p

.

3

0

-

p

.

3

1

に

よ

っ

た
。

(
2
)
　
ジ
ャ
ワ
梧
指
出
市
場
に
占
め
る
ア
ジ
ア
市
場
の
比
串
は
一
八
九
五
年

段
階
で
三
分
の
一
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
'
今
世
記
に
入
り
年
々
増
加
し
,

主
要
市
場
の
位
匠
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
詳
し
く
は
i
b
i
d
.
,
p
.
3
6
主
留

ta;。

(
3
)
　
ジ
ャ
ワ
で
生
産
さ
れ
る
砂
精
に
は
次
の
よ
う
な
撞
別
が
あ
っ
た
・
a
・

s
u
p
c
r
i
e
u
r
c
 
h
o
o
f
d
s
u
i
k
c
r
 
J
=
、
s
u
p
e
n
c
u
r
e
 
s
t
r
o
o
p
s
u
i
k
c
r
 
u
・

h
o
o
f
d
s
u
i
k
c
r
 
N
0
.
1
G
/
2
0
　
t
 
h
o
o
f
d
s
u
i
k
c
r
 
N
o
.
1
2
/
M

(
m
u
s
c
o
v
a
d
o
)
　
<
o
t
 
s
t
r
o
o
p
s
u
i
k
c
r
N
o
.
1
4
-
'
m
e
l
a
s
s
e
s
u
i
k
e
r

N
o
.
8
e
n
 
h
o
o
g
e
r
 
m
t
 
g
c
c
c
n
t
r
i
f
u
i
f
c
c
r
d
e
 
z
;
i
k
s
u
i
k
c
r
　
・

z
a
k
s
u
i
k
e
r
-
t
v
c
r
h
a
r
d
e
m
e
-
a
s
s
c
*
J
.
」
ら
の
う
ち
・
a
・
b
は
直

.
接
消
費
用
t
 
c
'
止
は
原
料
既
で
あ
る
。
生
産
の
状
況
を
見
る
と
・
従
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1910年代ジャワ梧業と農民琵済(日付)

采
は
C
,
d
が
多
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
'
次
第
に
a
の
割
合
が
増
加
'

生
喜
口
中
の
大
宗
と
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
即
ち
二
九
〇
八
年
に

は
　
は
C
l
九
・
l
i
l
t
'
V
i
i
っ
た
C
V
s
'
一
口
羊
に
は
口
'
J
　
　
二

七
年
に
は
五
〇
・
三
%
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
C
も
生
産
中
に
占
め
る

比
事
は
一
五
二
ハ
%
か
ら
'
三
二
二
二
%
も
四
〇
二
ハ
%
と
増
え
て
い

る
が
・
d
は
迫
に
五
九
二
l
%
か
ら
1
五
・
七
%
'
六
二
1
%
と
河
少

し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
以
外
の
種
別
の
生
産
は
小
量
で
あ
る
。
詳
し

く
は
E
n
c
y
c
l
o
p
a
e
d
i
c
v
a
n
N
c
d
c
r
l
a
n
d
s
c
h
O
o
s
t
-
I
n
d
i
c
,
I
V
,
p
.
1
8
3
を

書
聖
な
お
'
こ
れ
以
降
の
記
述
に
お
け
る
精
巧
は
'
と
く
に
こ
と
わ

り
の
な
い
限
り
・
最
上
純
白
括
1
ピ
コ
ル
の
元
売
り
E
!
格
で
あ
る
。

(
I
-
)
　
V
.
I
I
.
1
9
1
4
,
p
.
1
2
1
.

(
i
n
)
　
K
.
V
.
1
9
1
5
,
p
.
2
1
5
.

(
<
r
>
)
　
V
.
/
/
.
1
9
1
4
,
p
.
1
2
1
-
1
2
2
.

(
t
-
)
　
K
.
V
.
1
9
1
6
,
p
.
2
1
5
.

o
o
)
　
K
.
V
.
1
9
1
7
,
p
.
2
2
4
-
2
2
5
.

(
9
)
　
i
b
i
d
.
,
p
.
2
2
6
.

(
1
)
　
こ
の
船
腹
不
足
に
は
'
と
く
に
1
月
の
ド
イ
ツ
の
無
制
限
潜
水
艦
戦

宣
言
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
詳
し
-
は
K
.
V
.
1
9
1
8
,

p
.
2
0
3
-
2
0
5
を
参
照
。

(
1
 
1
)
　
そ
の
後
,
キ
ュ
ー
バ
糖
生
産
見
込
は
下
降
し
'
四
月
初
に
は
二
七
五

万
ト
ン
ま
で
下
っ
た
が
'
こ
れ
に
よ
っ
て
も
ジ
ャ
ワ
培
価
格
は
ほ
.
A
J
ん

ど
回
復
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

(
望
　
以
上
の
記
述
は
二
九
一
七
年
の
状
況
に
つ
い
て
は
V
.
H
.
・
 
1
9
1
7
,

p
.
1
1
1
-
1
1
6
,
K
.
V
.
1
9
1
8
,
p
.
2
1
4
-
2
1
8
'
一
八
年
の
状
況
に
つ
い

て
は
K
.
V
.
1
9
1
9
,
p
.
2
5
6
-
2
5
7
に
依
っ
た
。
詳
し
く
は
'
こ
れ
ら
を

参
照
さ
れ
た
い
。

(
2
)
　
A
S
.
1
9
1
8
,
I
.
p
.
1
1
3
6
'
な
お
'
原
文
は
S
o
e
r
a
b
a
j
a
s
c
h

H
a
n
d
e
l
s
b
l
a
d
.
6
A
p
r
i
l
,
1
9
1
8
,
3
d
e
b
i
z
.
に
載
っ
た
も
の
で
あ
る
。

(
1
)
　
な
お
,
内
預
省
長
官
は
二
八
年
末
に
翌
年
の
二
〇
年
産
倍
の
一
律

生
産
招
小
を
も
授
起
し
た
が
、
蘭
印
梧
業
連
合
A
l
g
e
m
e
e
n
 
S
y
n
-

d
i
c
a
a
t
v
a
n
 
S
u
i
k
e
r
f
a
b
r
i
k
a
n
t
e
n
i
n
 
N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
c
h
 
l
n
d
i
e
　
の
常

任
本
部
は
こ
れ
を
拒
否
し
て
い
る
。

(
」
)
A
S
.
1
9
2
0
I
,
p
.
3
0
3
参
照
。
な
お
'
こ
れ
ら
六
企
業
の
1
八
年
産

精
栽
培
面
積
は
t
K
.
V
.
1
9
1
9
,
b
i
j
l
a
g
e
Y
に
よ
っ
た
。

(
t
6
)
　
た
だ
し
,
そ
の
縮
小
比
率
は
完
全
に
バ
ラ
バ
ラ
で
、
中
に
は
例
外
的

に
拡
大
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
左
に
'
ス
ラ
バ
ヤ
州
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県

の
例
(
付
表
1
)
を
華
ホ
し
て
お
く
。

」
)
　
A
.
S
.
1
9
1
8
1
,
p
.
1
1
3
6
.

企 業 名 a.鵬 墓篭 b.1時を曽 b/a x川

W ar o e

バウ パウ %

1. 0 5 4 8 6 5 8 2

P o ra n g
8 2岳 77 3 9 4

T a n g g o e lan g in 1, 7 9 8 1, 0 5 3 5 9

T o e la n g a n 7 0 8 7 3 2 10 3

K r em b o e n g 9 6 5 9 4 2 9 8

S ro e m 1 , 0 0 0 9 2 1 9 2

K e te g an ′ 1, 4 4 8 1 , 5 8 1 10 9

T ia n d i 7 5 2 7 4 4 9 9

B o e d o e ra n 9 5 5 7 4 7 . 7 8

W a to e to e h s 9 9 8 9 7 3 9 7

B a lo n g b e n d o 1 ,2 10 9 3 6 7 7

P o p o h , 9 98 9 8 2 . 9 8

K n a n 9 2 0 9 6 3 10 5

(出所) aはK. V. 1919,bijlageY
bはK. V. 1920, bijlage Z
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付 表 2

米収 量 (p ik o l) トウモロコシ榊 ('<・ウ} ▼ カツサバ収穫 くウ
州 a . 1918 b . 19 19 W i x i㈱ c. 19 18 d . 1919 d′CX l㈹

鶴
7,096 127

e . 1918
ノ

f. 1919 I/ 大oo

B antam 3,865,651 3,158,656
、

82

107

5 ,58 1 5.596 9.90 1
e x

%
165B atavia 10,138,343 10,8 08 ,588 5,948 8,876 149 ,

17,833
,

18,0 16 101
C h eri bon 5,624,5 20 6 ,36 1,698 ll 3 6,302 12,235 19 4 36, 146 33,920 94
P rean ger ll,80 2,55 1 12,2 18,131 l oヰ 40,033 55,939 140 124,68 1 141,958 114
P ekalong an 6,975,81 1 7,979,747 114 . 93 ,3 98 135 ,255 145 31,935 33,22 1 104

Sem ara ng 7,727.900 8,776,727 1H 147,869 2 18,427 148 106,579 102,8 16 96
R em bang 4,874,78 3 4,56 7,275 94 267,288 314,966 118 7 2,690 77,726 107
B anjoem a s 4 ,8 12,443 6,6 14,086 137 91,368 126,421 138 44,728 36,508 8 2
K edoe 7,4 16,739 7,959,444 107 166 ,7 48 2 10 ,640 126 101,538 8 5,00 7 84
D jok ia 1,723,898 2,297,156 1芦3 19,0 13 36,372 191 34,872 3 1,300 90

114
S olo 4,419,3 40 5 ,65 9,995 128 60,222 117,523 195 102,台71 116,410
M art 哩且 4,334,402 5,364,035 124 62,737 114,735 183 83 ,137 81,619 98
S oera ba ia 7,200,959 8,410,490 117 95,188 129 ,186 136 20,280 21,791 107
M adoera 1,347,188 1,463 ,495 109 325,040 4 16,203 128 86,027 72,8 48 + 85
K ed eri 5,836,651 5 ,350. 113 92 7 1,504 92,043 129 96,310 78, 129 81
P asoero eaa 5 ,7 86,2 25 6,043,635 104 443,770 491,892 111 47 ,695 50,238

31,740

1.023.148

105

81
B e zoeki 6,45 1,262 6, 170,432 96 264,979 240,342

2 ,728, 1叫

91

126

、39,247

1,051,965ー
合 計 100,338,666 109,208,703 109 2,166 ,928 97

(出所) a . c . e はK . V . 19 19 . bijlag e W . b . d . f はK . V. 19 20. b iila ge V .

2
)
　
以
上
に
述
べ
た
生
産
縮
小
が
・
食
糧
増
産
に
ど
れ
ほ
ど
貢
献
し
た

の
か
を
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。
付
表
2
は
二
八
年
と
一
九
年
の
米
,

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
'
カ
ッ
サ
バ
の
収
穫
状
況
を
各
州
毎
に
見
た
も
の
で

ぁ
る
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
'
糖
業
地
帯
'
非
糖
業
地
帯
を

問
わ
ず
食
糧
増
産
が
目
ざ
さ
れ
・
と
く
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
増
産
の

大
き
さ
が
目
に
つ
く
。
ま
た
'
糖
業
の
集
中
し
て
い
る
ブ
カ
ロ
ン
ガ

ン
'
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ス
ラ
カ
ル
タ
・
ス
ラ
バ
ヤ
‥
ハ
ス
ル
ア

ン
と
い
っ
た
地
域
を
見
る
と
'
そ
れ
な
り
に
食
梧
増
産
の
効
果
が
上

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
'
し
か
し
砂
陪
キ
ど
の
休
作
に
よ
る
稲
作

へ
の
転
換
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
展
し
た
か
と
い
え
ば
'
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
'
政
庁
の
側
か
ら
提
起
さ
れ
た
二

、
-
-
-
T
'
.
-
i
^
i
u
小
_
i
_
1
-
に
対
す
る
C
T
:
a
'
s
‖
蝣
.
 
'
・
G
C
^
-
"
S
(
1
九
年
一

月
九
日
付
)
に
よ
る
と
'
ブ
ス
キ
州
ブ
ド
ウ
ア
ン
B
o
e
d
o
e
a
n
工
場

や
ケ
ド
ゥ
-
州
チ
ェ
ボ
ン
ガ
ン
T
j
e
b
o
n
g
a
n
工
場
な
ど
で
は
砂
精

キ
ど
の
植
付
を
中
止
し
た
水
田
が
休
閑
さ
れ
て
い
る
・
ク
ノ
ゴ

K
e
n
o
g
o
工
場
で
は
T
九
年
産
陪
の
か
わ
り
に
大
面
積
に
食
提
作
わ

を
栽
培
す
る
試
み
は
非
常
な
田
だ
に
直
面
し
て
い
る
と
い
っ
た
例
が

上
げ
ら
れ
'
こ
う
し
た
事
態
の
生
じ
る
原
因
と
し
て
、
水
路
堅
持
の

不
充
分
さ
な
i
'
に
よ
り
転
作
地
へ
の
給
水
が
う
ま
く
出
采
な
い
こ

と
'
苗
の
不
足
∴
労
働
力
の
不
足
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
・

ゝ
.
S
.
1
9
1
9
I
,
p
・
8
5
-
8
6
S
置
。
な
お
'
住
民
伝
が
こ
の
生
産
日

中
に
よ
っ
て
受
け
た
影
書
に
つ
い
て
は
'
精
菜
へ
土
地
を
精
出
し
て

い
る
小
規
模
占
有
者
に
と
っ
て
打
撃
で
あ
っ
た
と
い
っ
た
軍
石
も
あ

り
、
例
え
ば
バ
ロ
ン
プ
ン
ド
B
a
l
o
n
g
b
e
n
d
o
工
場
で
は
住
民
が
工

場
に
対
し
て
か
わ
り
の
収
入
を
得
る
機
会
を
与
え
よ
う
と
要
求
し

た
'
テ
ガ
ル
州
で
は
イ
ス
ラ
ム
同
盟
が
副
理
事
に
抗
議
を
申
し
入
れ
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た
と
い
っ
た
運
動
の
報
告
も
み
え
る
が
、
詳
日
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、

ゝ
.
S
.
1
9
1
9
I
.
p
.
9
2
と
も
雰
田
川
。

(

2

)

　

V

.

l

l

.

1

9

1

9

,

p

.

1

2

7

-

1

3

0

台

照

。

(

　

!

)

　

V

.

/

/

.

1

9

2

0

,

p

.

1

1

3

-

1

1

8

雰

H

i

。

二
、
借
地
料
と
貸
金

用
　
借
地
料
の
動
向

先
ず
,
精
美
の
支
払
っ
た
借
地
料
に
関
す
る
デ
ー
タ
I
せ
ぁ
げ
て
検

討
し
よ
う
。
第
2
妾
a
は
、
後
述
す
る
梧
菜
調
査
委
員
会
が
集
め
た
1

九
二
ハ
年
～
二
〇
年
の
各
年
毎
の
借
地
料
支
払
総
領
で
あ
る
と
さ
れ
る

1910年代ジャワ培業と農民経済(植村)

第2表　糖業が住民に対して支払った金額
a . 借 地 料 b . 詩語署¥ 盈

19 1 6 f. 8 , 2 5 6 , 9 3 4 f. 5 2 ,2 0 8 ,6 9 5

19 1 7 9 , 4 1 8 , 9 8 5 5 6 .8 0 1 , 25 1

19 18 1 0 , 0 4 0 , 1 5 7 5 6 ,8 6 1 ,6 2 6

19 19 8 , 8 2 0 , 1 4 8 5 1 , 6 58 , 83 5

19 2 0 1 0 0 , 4 0 0 , 1 3 7 2 , 5 6 2 , 7 7 7

出所: A. S. Bijblad, 1921 B, p. 390-391.

数
値
で
あ
る
。
た
だ
し
'
数
字
を
見
る

と
一
九
年
の
落
ち
込
み
が
大
き
く
'
恐

ら
く
は
前
述
の
生
産
縮
小
を
反
映
し
て

い
て
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
'
ま
た
当
時
'

借
地
料
先
払
が
か
な
り
1
般
的
だ
っ
た

B

こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
~
る
と
'
む
し
ろ
数

値
は
'
各
収
穫
年
に
対
す
る
支
払
額
総

計
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に

思
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
'
大
戦
末
期
か

ら
の
増
加
傾
向
は
否
定
し
え
な
い
特
徴

と
い
え
よ
う
。

次
に
も
う
一
つ
デ
ー
タ
-
を
掲
げ

る
。
第
3
表
は
'
五
理
事
州
に
つ
い
て
'
や
は
り
一
九
二
ハ
年
～
二
〇

年
の
時
期
の
'
各
年
の
収
穫
の
た
め
の
借
地
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
借

地
料
領
で
あ
り
'
こ
れ
に
K
.
V
.
か
ら
得
ら
れ
た
各
年
の
栽
培
面
積
を

付
け
加
え
'
1
バ
ウ
当
り
の
平
均
借
地
料
領
を
も
算
出
し
て
お
い
た
。

州
毎
に
細
か
く
検
討
す
る
と
必
ず
し
も
二
〇
年
が
一
番
高
い
と
い
う
ふ

う
に
は
な
っ
て
い
な
い
地
域
も
あ
る
よ
う
だ
が
'
一
般
的
な
傾
向
と
.
し

て
は
、
単
位
面
積
当
り
の
借
地
料
'
換
言
す
れ
ば
農
民
の
受
け
取
る
借

地
料
額
は
二
〇
年
が
近
'
つ
く
に
つ
れ
て
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ

(
2
)

う
。
そ
し
て
'
こ
の
慣
向
は
一
九
一
八
年
に
定
め
ら
れ
た
新
借
地
令
で

法
制
化
さ
れ
た
。
こ
の
法
令
の
基
本
的
な
目
標
は
'
一
〇
年
代
に
入
っ

て
益
々
盛
行
し
て
き
た
借
地
契
約
の
長
期
化
の
伍
向
に
便
宜
を
計
る
と

こ
ろ
に
あ
り
'
第
四
条
二
項
に
従
え
ば
」
二
一
年
半
ま
で
の
長
期
借
地

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
'
同
時
に
借
地
料
に
つ
い
て

ち
,
第
八
条
に
お
い
て
長
期
借
地
の
場
合
に
は
少
く
と
も
五
年
毎
に
最

低
借
地
料
基
準
を
決
定
し
'
こ
れ
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
な

ど
が
決
め
ら
れ
た
。
こ
の
新
借
地
令
は
'
一
挙
に
ジ
ャ
ワ
・
.
マ
ゾ
ラ
全

域
に
施
行
さ
れ
た
の
で
は
な
く
'
一
九
1
八
年
1
0
月
1
日
か
ら
二
三

年
八
月
一
日
に
か
け
て
'
八
回
に
わ
た
っ
て
各
州
'
郡
毎
に
順
次
適
用

(
3
)

さ
れ
て
い
っ
た
。

・
1
.
さ
て
'
そ
の
八
条
に
基
づ
く
最
低
借
地
料
は
次
の
如
-
し
て
定
め
ら

れ
る
?
先
ず
t
.
 
・
西
モ
ン
ス
ー
ン
期
と
東
モ
ン
ス
ー
ン
期
を
大
別
L
t
前

者
の
水
田
の
借
地
料
基
準
は
'
一
バ
ウ
当
り
の
乾
燥
モ
ミ
の
粗
収
量
か

ら
収
穫
手
間
分
と
し
て
ユ
ハ
分
の
一
を
除
き
'
盛
っ
た
額
か
ら
'
粗
収
量

が
二
六
ピ
コ
ル
以
上
の
場
合
に
は
二
ピ
コ
ル
'
二
六
ピ
コ
ル
未
満
の
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第3妄五理事州に放ける借地料
産 糖 19 16 19ー 19 18 19 19 192 0

B e zoe k i 借 地 料 ( f.) 4 7 0. 17 2.6 5 5 08 ,4 05 .2 1 5 48 ,8 22 .l l 56 3, 05 5 .3 2 6 90 ,9 06 .88

( 9 企 業 ) 栽 培 面 積 (バ ク ) 8 ,5 13 8 ,7 7 9 8 ,9 75 8 ,37 4 9 , 136

75 .6
バ ウ 当 り (f.)

M ad ioe n 借 地 料 (fO

5 5. 2

3 72 ,08 7 .74

57 .9 6 1 .2 6 7. 2

39 7, 97 1.5 4 4 2 6, 154 .5 0 3 94 ,0 29 .35 44 0, 166 .4 5

( 6 企 業 ) 栽 培 面 積 (バ ク ) 9 . 142 9 .4 19 9, 79 4 9, 27 4

4 7.5
バ ウ 当 り (f.)

P ek alon g an 借 地 料 (f.)

4 0 .7

1,379,401.94

4 2. 3 43 .5

1,503,725.02 1,497,160 .4 3 1,264 ,8 16 .34 2,164,912.45

( 18企 業 ) 栽 培 面 積 (バ ウ) 2 0,2 50 .5 2 1,5 34 22 ,13 1 16,8 0 6 2 1,76 8
バ ウ 当 り (f.)

K ed∝ 借 地 料 (f.)

68 . 1 6 9 .」 6 7.6 75 .3 9 9. 5

5 ,6 0 4

5 4 1,2 60 .2 0 6 0 1,66 1.95 55 6, 57 9.7 5 5 52 ,2 21 .6 0
( 2 企 業 ) 栽 培 面 積 (バ ウ ) 5 ,6 60 5 ,8 56 4 ,58 0 5 ,2 23

105 .7
バ ウ 当 り (f.)

B a njoe m as 借 地 料 (f.)
- 95 .6 1 02 .7 12 1. 5

7 ,88 9

5 7 9,4 9 6.9 8 6 09 ,2 03 .4 6 5 85 ,15 0 .76 59 0, 310 .5 7

( 6 企 業 ) 栽 培 面 積 (バ ウ ) 7, 93 3 8 , 114 6 ,6 28 6 ,99 8

84 .4
バ ウ 当 り (f.) - 73 .0

. I

75 . 1 8 .3

出所:(3地糾類は A S 19 19 I, p. 763,(

jlag e F F (19 163F ). K . V .1 918.
K . V. 19 2∫′b iilag e Z (1920年).

9 16- 1時 )歳ぴ A . S. 192 1 I, p. 655 (19 1時 ～20年 )I 栽培面積は, K . V. 19 17, bi-

jlag e Z (19 17年 ), K . K ォ /9, bijIag e Y (191時 ), K . K JS2 0, bijlage Z (191時 ),

場
合
に
は
残
り
の
半
分
を
控
除
し
た
量
の
モ
ミ
の
換
金
額
と
す
る
。
後

.

者
の
場
合
に
は
'
そ
れ
を
刈
分
小
作
に
出
し
た
場
合
の
小
作
料
に
準
拠

L
t
バ
ウ
当
り
M
-
I
五
-
<
+
l
¥
一
五
の
間
の
・
～
'
五
の
倍
数
に
な
る
よ
う
定
め

る
が
'
そ
の
水
田
が
東
モ
ン
ス
ー
ン
期
に
休
閑
す
る
の
が
普
通
の
場
合

に
は
s
H
-
1
1
・
五
と
す
る
。
以
上
の
各
々
の
粗
収
量
の
確
定
に
は
,
地
税

額
の
決
定
の
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
水
田
の
収
量
別
グ
ル
ー
プ
分
け

を
利
用
し
'
同
1
グ
ル
ー
プ
に
屈
す
る
水
田
は
同
1
の
最
低
借
地
料
で

ぁ
る
こ
と
'
ま
た
換
金
の
基
準
額
は
t
.
こ
れ
も
地
税
徴
収
の
際
に
利
用

さ
れ
る
モ
ミ
の
平
均
市
場
価
格
に
準
拠
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

さ
て
'
こ
う
し
て
定
め
ら
れ
た
金
額
は
'
暫
定
値
と
し
て
少
く
と
も
一

ヶ
月
間
は
地
方
行
政
府
の
役
所
で
公
示
L
t
ま
た
そ
の
旨
を
J
a
v
a
s
c
h
e

C
o
u
r
a
n
t
紙
に
掲
載
し
て
異
議
申
し
立
て
を
受
け
付
け
・
こ
れ
を
掛
酌

し
た
後
に
初
め
て
五
年
間
有
効
の
最
低
借
地
料
と
し
て
正
式
に
決
定
さ

(
一
▼

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
'
ス
マ
ラ
ン
州
ジ
ャ
バ
ラ
県
ジ
ャ
バ
ラ
・
マ
ヨ
ン
両
郡
の
例
を
と

り
あ
げ
'
以
上
の
手
続
に
基
づ
い
て
ど
の
よ
う
に
最
低
借
地
料
が
決
ま

っ
た
か
'
そ
の
実
情
を
眺
め
て
み
よ
う
。

こ
の
二
つ
の
郡
は
l
九
1
八
年
1
0
月
二
二
日
付
理
事
官
命
令
N
o
.

3
0
9
5
7
/
2
-
1
3
に
よ
っ
て
'
同
じ
州
内
の
デ
マ
ク
県
ウ
ニ
ト
ゥ
ン
.
 
,
サ

ム
ブ
ン
郡
‥
ハ
テ
ィ
県
パ
テ
ィ
'
ト
ゥ
ル
ゴ
ウ
ン
グ
・
ジ
ュ
ワ
ナ
・
タ

ユ
郡
と
と
も
に
暫
定
値
が
定
め
ら
れ
'
二
五
日
か
ら
1
ケ
月
間
・
文
書

に
よ
る
異
議
申
し
立
て
を
受
け
付
け
る
べ
く
・
州
理
事
官
役
所
及
び
上

記
三
県
に
あ
る
一
〇
ヶ
所
の
地
方
行
政
首
長
役
所
に
公
示
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
'
そ
の
旨
が
J
a
v
a
s
c
h
e
C
o
u
r
a
n
t
1
9
1
8
,
N
o
.
8
7
に
掲
載
さ
れ
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1910年代ジャワ梧業と農民経済(植村)

(
"
>
)た

。
さ
て
'
こ
れ
に
対
し
て
は
二
〇
月
二
九
日
に
マ
ヨ
ン
　
M
a
j
o
n
g
'

一
一
月
二
一
日
に
バ
ン
グ
ブ
テ
ィ
　
B
a
n
g
o
e
p
o
c
t
i
h
'
二
月
二
一
日

に
プ
チ
ャ
ン
ガ
ン
P
c
t
j
a
n
g
S
n
と
三
つ
の
精
菜
か
ら
異
議
申
し
立
て
が

畏
出
さ
れ
た
の
で
'
一
九
年
1
月
八
日
と
二
月
八
日
に
そ
れ
ぞ
れ
マ
ヨ

ン
と
ブ
チ
ャ
ン
ガ
ン
で
こ
の
問
題
に
関
す
る
委
員
会
が
開
か
れ
'
そ
れ

が
検
討
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
の
結
果
と
'
三
月
八
日
付
の
州
副
理
事
か

ら
の
害
閏
を
も
と
に
'
結
局
'
理
事
官
は
先
の
異
議
を
充
分
な
駁
処
に

欠
け
る
と
し
て
退
け
、
一
九
年
五
月
二
三
日
付
で
'
第
4
表
に
示
も
た

の
最
低
借
地
料
を
1
八
年
一
〇
月
一
日
に
遇
っ
て
二
三
年
一
〇
月
1
日

a

ま
で
実
持
す
る
こ
と
に
決
定
を
下
し
た
。

第 4 裏 ジ ャバラ、マ∃ン郡 における最低借地料

那
水 田 . の

所属 グル I ブ

パ ウ当最低基準額

l西モンスーンn l壬モンス-ン屯

Jap ara

?'/1 7 * I f.33 f. 15

Ⅱ 27 10

Ⅲ 25 5

Ⅳ 18 5

V 16 5

Ⅵ 13 5

Ⅶ 10 5

M ajong

I . 40 15

Ⅲ 33 .15

IⅡ 27 10

Ⅳ . 23 5

Ⅴ 20 5

Ⅵ 17 5

ⅥI ll 5

以
上
が
そ
の
実
際
の
経
過
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
三
権
業
か
ら
出
さ
れ

た
よ
う
な
異
議
申
し
立
て
は
'
1
八
年
1
二
月
1
九
日
付
の
内
務
省
長

官
か
ら
各
地
方
官
宛
の
廻
状
に
よ
る
と
各
地
で
み
ら
れ
'
そ
の
主
要
内

容
は
最
上
級
水
田
グ
ル
ー
プ
(
第
4
表
の
グ
ル
ー
プ
I
に
あ
た
る
)
の

(
7
)

基
準
額
が
高
す
ぎ
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
と
い
う
。
糖
業
側
の
抵
抗
が

窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
.
し
か
し
'
と
も
か
く
最
低
借
地
料
が
各
地
で
次

々
に
設
定
さ
れ
'
こ
れ
が
借
地
料
引
上
げ
の
傾
向
を
一
層
強
め
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
　
K
.
V
.
1
9
2
1
　
が
二
〇
年
の
状
況
に

つ
い
て
「
敵
地
料
額
は
大
き
く
改
善
さ
れ
た
　
述
べ
て
い
る
の
は
・

こ
う
し
た
状
況
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
'
借
地
料
に
関
す
る
デ
ー
ク
ー
が
一
六
年
以
降
に
片

寄
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
以
前
の
状
況
は
不
詳
で
あ
る
が
'
こ
こ
に
見
た

限
り
で
は
借
地
料
の
動
向
は
必
ず
し
も
糖
業
の
好
不
況
を
そ
の
ま
ま
反

映
し
た
も
の
で
は
な
い
。
不
況
の
一
七
年
に
お
い
て
も
上
昇
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
'
値
上
げ
を
実
現
さ
せ
た
原
動
力
が
何
で
あ
っ

た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
'
企
業
間
の
借
地
競
争
激
化
で
あ
る
と

B

イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
運
動
で
あ
る
と
か
,
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る

が
'
詳
細
は
不
明
で
あ
り
'
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

榊
　
労
賃
の
動
向

こ
れ
に
つ
い
て
も
先
ず
'
デ
ー
タ
I
を
二
つ
掲
げ
よ
う
。
第
二
表
の

b
は
'
一
九
二
ハ
～
二
〇
年
の
時
期
の
賃
金
及
び
各
種
代
金
支
払
の
総

領
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
各
種
代
金
支
払
と
い
う
の
は
'
例
え
ば
砂

糖
を
つ
め
る
袋
の
よ
う
に
住
民
が
糖
業
に
提
供
し
た
資
材
類
に
対
す
る

m.



第5表　塘業の支払った労賃
州 19 13 1 9 2 0 19 24

P e k a lo n g a n 1. 6 , 4 18 , 19 5 f. 1 0 , 3 8 0 , 4 2 4 9 ,6 8 2 ,5 2 0

S o e ra b a ia 10 - 4 12 , 6 6 6 1 8 , 3 3 4 , 0 5 1 15 ,5 10 ,3 9 2

B e z o e k i 2 , 9 6 8 , 0 6 6 4 , 1 4 6 , 6 7 1 3 ,7 12 , 2 7 9

K e d iri 6 , 1 8 7 , 9 6 2 1 0 ,7 28 , 7 28 10 , 18 5 , 8 8 3

出所:且V. I,p.201-202.

支
払
な
ど
か
ら
成
る
が
'
労
賃
と
比
較
す

る
と
そ
の
額
は
極
め
て
低
い
の
で
'
こ
の

表
の
示
す
変
化
は
'
ほ
ぼ
労
賃
の
動
向
に

等
し
い
と
考
え
て
よ
い
。
次
に
'
第
5
表

は
'
一
九
一
三
'
二
〇
年
'
二
四
年
に
お

い
て
'
四
州
で
支
払
わ
れ
た
賃
金
総
額
の

デ
ー
タ
I
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
デ
ー
タ
ー
か
ら
明
ら
か
な

の
は
'
第
一
次
大
戦
前
と
比
べ
る
と
二
〇

年
の
賃
金
が
大
い
に
伸
び
て
い
る
こ
と
'

そ
し
て
恐
ら
く
そ
の
伸
び
の
大
半
の
部
分

が
'
二
〇
年
に
達
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
'
こ

の
上
昇
の
原
動
力
は
労
働
運
動
の
展
開
に

求
め
ら
れ
て
も
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。

即
ち
'
こ
の
時
期
に
は
1
八
'
一
九
年
か

ら
一
連
の
労
働
争
議
が
発
生
す
る
よ
う
に

な
り
・
二
〇
年
は
そ
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
短
)
第
6
表
は
二
〇
年
代

の
糖
業
に
お
け
る
ス
ト
ラ
イ
キ
の
状
況
を
見
た
も
の
で
あ
る
が
'
先

ず
要
求
内
容
で
は
賃
上
げ
が
半
数
近
く
を
占
め
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
ま

た
'
二
〇
年
に
賃
上
げ
が
実
現
す
る
と
'
そ
れ
が
翌
年
か
ら
の
ス
ト

件
数
激
減
の
一
つ
の
原
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
ス
ト
参

加
者
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
糖
業
で
働
く
労
働
者
と
い
っ
て
も

定
着
性
の
高
い
工
場
内
常
雇
労
働
者
か
ら
'
収
穫
や
植
付
の
時
の
み

第6表 1920年代結集におけるストライキの状況

1920 1921 1922 1923 1924 1925 1926

ス
ト
ラ
イ
午
求
況

成 功
件 数 4 1 - - - - -

参 加 者数 士535 47 - - - - -

一TJJ成功
件 数 14 - - - - - -

参 加 者数 ±5,154 - - - - - -

失 敗
件 数 50 16 7 7 2 3 1

参 加 者数 士19,303 1,496 270 409 131 213 20

不 詳
件 数 4 - - - - - -
参加 者 数 ±42 - - - - - -

参 常 足 労 田 老 4,684 1,242 151 299 78 33 -
加
老

日 足 ク I リ - ±1,097 - - - 46 5 -
内 季 伝 労 田 老 ±7,584 301 119 110 7 10 -
わ
け

栽 培 労 田 老 ア12.022 - - - - 165 20

1号 上 げ 40 - - 1 - 2 -

要 そ の也の 璋会要求 27 6 4 3 - - -

求

内

労 出 時 間

!芸 霊 芝 岩
14 - -.・.・.・.. 1 - . - . -

13 1 - - - - -

17

9

4 - 1 - . 1 - .

容 -管理歳の前提 .移動 1 1
I
tて の 性

23 2 1 1 - - 1

出所:加.¢fit.bi如0.

SE



1910年代ジャワ培業と農民経済(植村)

季
節
的
に
臨
時
に
雇
用
さ
れ
る
日
雇
ク
ー
リ
ー
ま
で
千
差
万
別
で
あ
っ

た
#
'
ス
ト
ラ
イ
キ
を
指
導
し
た
賀
倍
工
場
環
員
連
合
P
e
r
s
o
n
e
e
l

(=1

F
a
b
r
i
e
k
 
B
o
n
d
　
は
常
雇
労
働
者
だ
け
の
組
織
で
あ
っ
た
。
し
か
し
'

二
〇
年
段
階
で
は
こ
れ
以
外
の
屑
の
労
働
者
が
多
数
参
加
し
て
い
る
。

筏
ら
は
'
主
と
し
て
梧
菜
周
辺
の
村
話
に
住
む
非
土
地
占
有
農
民
か
ら

構
成
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
'
労
働
運
動
の
側
か
ら
す
れ
ば
定
着
性
'

持
続
性
に
欠
け
'
実
に
組
織
し
に
く
い
階
層
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

だ
か
ら
'
二
一
年
以
降
に
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る

が
'
逆
に
言
え
ば
'
彼
ら
の
多
数
が
二
〇
年
ス
ト
に
参
加
し
た
と
こ
ろ

に
'
こ
の
時
期
の
農
民
経
済
の
深
刻
な
状
況
が
現
れ
て
お
り
'
ま
た
運

動
の
広
が
り
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。

川
　
植
民
地
政
庁
の
対
応

以
上
の
よ
う
な
借
地
料
'
労
賃
の
上
昇
に
関
し
て
'
植
民
地
政
庁
が

こ
の
時
期
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
採
っ
て
き
た
か
を
見
て
お
こ
う
。
そ

の
基
本
姿
勢
は
'
1
八
年
二
月
1
八
日
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ラ
ー
ト
に
お

け
る
政
庁
代
表
D
e
T
a
l
m
a
の
演
説
に
示
さ
れ
る
。
即
ち
「
政
庁
は
'

フ
ォ
ル
ク
ス
ラ
ー
ト
が
'
全
体
的
な
生
活
水
準
の
必
要
な
改
善
と
引
上

げ
の
早
急
な
実
現
に
向
け
て
'
政
庁
と
心
か
ら
協
力
し
て
努
力
す
る
こ

と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
協
同
申
し
入
れ
か
ら
始
ま
る
演

説
は
'
こ
の
目
的
に
向
け
て
権
業
の
状
況
を
調
査
す
る
た
め
に
充
分
な

3

権
限
を
有
す
る
委
員
会
の
設
置
を
言
明
す
る
。
か
く
て
一
三
月
二
四

日
に
は
'
い
わ
ゆ
る
糖
業
調
査
委
員
会
　
S
u
i
k
e
r
e
n
q
u
e
t
e
-
C
o
m
-

m
i
s
s
i
e
　
が
設
置
さ
れ
'
二
l
年
七
月
三
1
日
の
解
散
に
至
る
ま
で
活

(
_
～
)

動
を
続
け
た
。
ま
た
'
こ
れ
に
つ
い
で
一
九
年
二
月
一
四
日
に
は
'

労
軌
委
員
会
A
r
b
e
i
d
s
-
C
o
m
m
i
s
s
i
e
が
置
か
れ
'
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る

労
働
問
題
に
関
し
て
調
査
結
果
を
政
庁
に
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

政
庁
は
'
こ
の
委
員
会
に
対
し
て
'
一
九
年
九
月
一
五
日
付
の
秘
密
書

府
で
'
ジ
ャ
ワ
・
マ
ゾ
ラ
に
お
け
る
最
低
賃
金
制
実
施
の
是
非
を
諮
問

=
)

し
て
い
る
。

次
に
二
〇
年
ス
l
上
フ
イ
キ
に
関
す
る
政
庁
の
立
場
を
'
同
年
三
月
三

日
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ラ
ー
ト
.
に
お
け
る
政
庁
代
表
の
見
解
表
明
に
見
よ

l
a

被
雇
用
者
と
雇
用
者
と
の
問
の
労
働
条
件
を
改
善
す
る
た
め
の
争

い
の
中
で
ス
ト
ラ
イ
キ
に
至
っ
た
場
合
は
'
政
庁
は
必
要
な
場
合

に
仲
介
す
る
こ
と
を
職
務
と
考
え
る
け
れ
ど
'
そ
れ
ら
の
問
題
は

政
府
が
い
ず
れ
の
側
に
も
与
し
え
な
い
経
済
闘
争
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
'
ス
ト
ラ
イ
キ
が
経
済
闘
争
の
手
段
と
し
て
で
は
な
く
'

政
治
闘
争
の
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
'
政
府
は
こ
の

よ
う
な
行
き
過
ぎ
に
対
し
て
は
断
固
た
る
措
置
を
採
る
。
政
庁
は
'

政
治
的
武
器
と
し
て
の
ス
ト
'
犯
罪
的
な
扇
動
行
為
で
あ
る
ス
ト

(け)

を
座
視
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

て
こ
で
は
'
政
庁
は
経
済
ス
ト
に
は
基
本
的
に
中
立
の
立
場
を
採
る

が
'
政
治
ス
ト
に
な
れ
ば
徹
底
し
て
弾
圧
す
る
i
j
い
う
方
針
が
示
さ
れ

て
い
る
。

さ
て
'
政
庁
の
立
場
を
示
す
具
体
例
と
七
て
'
パ
ス
ル
ア
ン
の
例
を

見
よ
う
。
こ
こ
で
は
'
二
〇
年
の
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
'
地
方
官

が
一
連
の
協
議
会
を
開
い
て
農
民
の
要
求
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
'
不
満

m



の
大
半
が
梧
菜
の
支
払
う
労
賃
の
安
す
ぎ
る
と
こ
ろ
に
集
中
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
'
こ
の
結
果
'
賃
上
げ
要
求
の
大

半
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
'
こ
の
場
合
'
ノ
政
庁
の
官
吏
が

(
2
)

糖
業
に
対
し
て
要
求
に
応
じ
る
よ
う
に
圧
力
を
か
け
た
と
い
う
。
つ

ま
り
」
　
こ
こ
で
は
'
上
述
の
基
本
方
針
か
ら
更
に
1
歩
進
ん
で
'
政
庁

が
住
民
側
の
経
済
要
求
の
後
押
し
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

・
以
上
の
諸
例
や
'
先
述
の
最
低
借
地
料
設
定
か
ら
明
ら
か
に
'
当
時

の
植
民
地
政
府
は
住
民
の
経
済
要
求
は
あ
る
程
度
認
め
る
方
針
で
あ
っ

た
。
恐
ら
く
t
I
 
t
~
こ
の
こ
と
に
よ
り
そ
れ
が
政
治
闘
争
へ
と
発
展
す
る
こ

と
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
'
.
こ
の
方
針
が
効
果

を
上
げ
た
こ
と
は
'
先
に
見
た
よ
う
な
ス
ト
ラ
イ
キ
の
激
減
'
労
働
運

2

動
の
低
調
な
ど
か
ら
窺
い
知
れ
寸
フ
。

以
上
の
よ
う
に
'
一
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
'
梧
業
の
支
払
う
借
地

料
と
賃
金
の
金
額
は
T
.
糖
業
の
好
不
況
と
は
直
結
せ
ず
に
上
昇
し
た
の

で
あ
り
'
そ
れ
は
植
民
地
政
庁
の
政
策
に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
さ
て
'
以
下
'
こ
れ
ち
の
名
目
借
地
料
'
名
目
賃
金
を
物

価
動
向
の
中
に
置
き
'
実
質
額
の
低
下
と
い
う
問
題
を
具
体
的
に
追
跡

し
て
み
よ
う
。

註

(

.

 

1

)

　

K

.

V

.

1

9

1

6

,

p

.

1

8

2

-

1

8

3

,

K

V

.

1

9

1

7

,

p

.

1

8

7

-

1

8

8

な

ど

参

照
。
ま
た
t
,
1
九
一
八
年
四
月
二
五
日
付
の
'
政
庁
1
等
書
記
官
か
ら

地
方
行
政
長
官
宛
の
廻
状
に
よ
れ
ば
'
前
払
金
の
受
韻
は
実
際
に
土
地

が
砂
糖
キ
ビ
を
植
え
ら
れ
る
年
の
前
々
年
の
一
〇
月
に
行
な
わ
れ
る
の

が
l
艇
的
だ
っ
た
と
い
う
。
詳
し
く
は
B
i
j
b
l
a
d
v
a
n
S
t
a
a
t
s
b
l
a
d
v
a
n

N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
c
h
-
I
n
d
i
e
,
N
o
.
8
9
9
4
を
参
照
。

(

2

)

　

S

t

a

a

t

s

b

l

a

d

 

v

a

n

 

N

e

d

e

r

l

a

n

d

s

c

h

 

l

n

d

i

e

,

1

9

1

8

,

n

o

.

8

8

　

後

'

<B

7　6　5o
S
t
a
a
t
s
b
l
a
d
,
1
9
1
8
,
n
o
.
2
1
4
及
び
1
9
1
9
,
n
o
.
1
2
4
で
l
郡
修
正
。
本

稿
で
は
J
a
a
r
b
o
e
k
v
o
o
r
S
u
i
k
e
r
f
a
b
r
i
k
a
n
t
e
n
i
n
N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
c
h
l
n
d
i
e
.

1
9
2
2
1
2
5
,
d
e
e
l
l
,
p
.
3
3
-
3
9
所
収
の
条
文
に
依
っ
た
。

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
J
a
a
r
b
o
e
k
,
p
.
4
9
-
5
1
を
参
照
。

以
上
の
手
続
き
は
t
 
B
e
s
l
u
i
t
 
v
a
n
1
5
F
e
b
r
u
a
r
y
1
9
1
8
,
N
o
.
6
8

(
B
i
j
b
l
a
d
9
0
3
0
)
　
で
決
め
ら
れ
、
同
年
九
月
二
八
日
の
　
B
e
s
l
u
i
t
 
N
o
.

2
3
(
B
i
j
b
l
a
d
9
0
8
9
)
で
1
部
改
正
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
J
a
a
r
b
o
e
k
,
p
.

∽
∽
～
∽
①
　
所
収
の
条
文
に
依
っ
た
。
な
お
'
有
効
期
限
の
五
年
に
つ
い

て
は
'
そ
の
間
に
地
税
査
定
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
'
有
効
期
限
に

か
か
わ
り
な
く
早
急
に
新
基
準
を
設
定
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

A
.
S
.
1
9
1
8
I
I
,
p
.
1
9
6
6
.

A
.
S
.
1
9
1
9
1
,
p
.
1
2
0
3
-
1
2
0
6
.

R
o
n
d
s
c
h
r
i
i
v
e
n
 
v
a
n
 
d
e
n
 
D
i
r
e
c
t
e
u
r
 
v
a
n
 
B
i
n
n
c
n
l
a
n
d
s
c
h

B
e
s
t
u
u
r
,
d
d
.
1
9
D
e
c
e
m
b
e
r
1
9
1
8
n
o
.
1
3
3
4
1
/
A
.
I
.
,
a
a
n
 
d
o

H
o
o
f
d
e
n
 
v
a
n
 
G
e
w
e
s
t
e
l
i
j
k
 
B
c
s
t
u
u
r
 
o
p
 
J
a
寸
a
 
e
n
 
M
a
d
o
c
r
a
,

u
i
t
g
e
z
o
n
d
e
r
d
d
i
e
d
e
r
V
o
r
s
t
e
n
l
a
n
d
e
n
,
A
w
r
&
o
d
:
,
p
.
5
8
-
5
9
所
収
。

K
.
V
.
1
9
2
1
,
p
.
2
7
2
'
但
し
'
最
低
借
地
料
の
箆
行
時
期
は
'
地
坂

に
よ
り
は
V
-
M
ら
で
あ
り
t
 
t
・
H
i
V
H
'
・
'
・
;
ォ
ー
:
a
の
求
だ
と
H
L
・
に
C
"
.
I
V
-

し
て
'
こ
れ
と
借
地
料
引
上
げ
の
関
床
を
見
る
こ
と
は
今
後
の
謡
題
と

し
て
幾
さ
れ
て
い
る
。

B
e
z
o
e
k
i
　
に
お
け
る
例
に
つ
い
て
は
も
拙
稿
「
精
菜
プ
ラ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
と
ブ
ス
キ
良
村
社
会
」
(
r
史
柁
j
l
ハ
ー
バ
ー
二
二
九
八
三
)
を
宕
C
i
!
。

E
l
s
o
n
,
R
.
E
.
J
a
v
a
n
e
s
e
P
e
a
s
a
n
t
s
a
n
d
t
h
e
 
C
o
l
o
n
i
a
l
S
u
g
c
r
l
n
-

d
u
s
t
r
y
,
1
9
8
4
,
O
x
f
o
r
d
,
p
.
1
9
8
-
1
9
9
を
参
照
。



1910年代ジャワ陪業と農民経済(植村)

(
」
)
L
e
v
e
r
t
,
P
.
,
I
n
h
e
e
m
s
c
h
e
A
r
b
e
i
d
 
i
n
 
d
e
J
a
v
a
-
S
u
i
k
e
r
i
n
d
u
s
t
r
i
e
,

1
9
3
4
,
W
a
g
e
n
i
n
g
e
n
,
p
.
2
0
8
.
な
お
も
　
こ
の
時
期
の
労
働
運
動
を
概
観

し
た
も
の
と
し
て
'
と
り
あ
え
ず
深
見
純
生
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
於
け

る
労
働
運
動
の
形
成
と
展
開
」
(
r
歴
史
学
研
究
し
五
一
五
'
1
九
八
三
)

を
参
照
。

(
2
)
」
叶
　
リ
」
-
v
-
=
C
は
*
-
x
r
;
け
・
i
i
v
i
*
'
つ
い
て
は
Z
i
的
s
c
:
[
"
蝣
・
>
ヤ

ワ
精
製
史
研
究
序
説
」
(
r
ア
ジ
ア
経
済
j
二
二
-
五
二
九
八
1
)
p
.

8
7
-
8
8
を
参
照
。

(
t
3
)
E
l
s
o
n
,
0
6
.
t
i
t
.
p
.
2
0
1
.
こ
の
組
織
は
l
〇
年
代
後
半
に
ジ
T
n
t
ク
ジ
ャ

カ
ル
タ
で
結
成
さ
れ
'
そ
の
後
'
各
地
に
支
部
を
作
っ
た
と
い
う
。

(
S
)
A
S
.
1
9
1
9
1
,
p
.
1
2
5
-
1
2
7
.
な
お
'
こ
の
演
説
に
よ
る
と
'
こ
の
委

員
会
の
.
メ
ン
バ
主
と
し
て
は
フ
ォ
ル
ク
.
ス
テ
ー
ト
議
員
が
適
当
で
あ
る

と
し
て
'
具
体
的
に
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト
T
j
o
k
r
o
a
m
i
n
o
t
o
と
ス
ム
ッ

チ
ェ
ル
S
c
h
m
u
t
z
e
r
の
名
前
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
2
)
L
e
v
e
r
t
,
o
/
>
.
c
i
t
.
,
p
.
1
8
5
.

(
」
)
i
b
i
d
.
,
p
.
1
8
8
.

(
J
2
)
M
e
d
e
d
e
e
l
i
n
g
e
n
 
o
m
t
r
e
n
t
 
e
n
k
e
l
e
 
o
n
d
e
r
w
e
r
p
e
n
 
v
a
n
 
a
l
g
e
m
e
e
n

b
e
l
o
n
g
1
9
2
1
,
1
9
2
1
,
B
e
t
a
v
i
a
,
p
.
2
2
.

(
2
)
E
l
s
o
n
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
.
2
0
3
.

(
2
)
E
l
s
o
n
に
よ
る
と
t
,
製
糖
工
場
職
員
連
合
の
運
動
は
'
結
局
農
民
の
中

.
に
限
付
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
詳
し
く
H
i
b
i
d
.
,
p
.
2
1
1
-
2
1
2
参
照
。

何
を
指
標
に
す
る
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
が

あ
る
が
'
こ
こ
で
は
二
つ
の
デ
ー
タ
I
を
検
討
し

よ
う
と
思
う
。

第
一
は
'
ジ
ャ
ワ
・
マ
ゾ
ラ
の
米
輸
入
量
と
米
!

価
指
数
を
示
し
た
第
7
表
で
あ
る
。
米
は
'
ジ
ャ

ワ
で
は
主
食
で
あ
り
'
か
つ
主
た
る
農
作
物
で
あ

る
か
ら
'
そ
の
価
格
の
上
下
は
直
接
的
に
農
民
生

活
に
影
響
す
る
。
さ
て
'
米
価
の
動
き
を
見
る
と
'

大
戦
末
か
ら
上
昇
を
始
め
'
二
〇
年
が
ピ
ー
ク
で

戦
前
の
倍
以
上
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
上
昇
の
大

き
な
理
由
の
一
つ
は
'
輸
入
量
の
変
化
に
求
め
ら

れ
よ
う
。
一
〇
年
代
に
は
年
に
よ
っ
て
増
減
は
あ

三
へ
農
民
経
済
と
糖
業

先
ず
'
こ
の
時
期
の
物
価
の
動
き
を
具
体
的
に
見
よ
う
。
こ
の
場
合
'

る
が
'
一
八
年
ま
で
は
平
均
す
る
と
三
三
万
ト
ン

余
少
の
米
が
輸
入
さ
れ
て
お
り
'
-
し
か
も
そ
の
量

は
一
〇
年
代
後
半
に
入
り
次
第
に
増
え
る
傾
向
に

あ
っ
.
た
?
　
と
こ
ろ
が
'
先
述
し
た
船
腹
不
足
の
影
,

響
に
よ
り
'
一
九
'
二
〇
年
に
輸
入
が
激
減
し
た

の
で
あ
り
'
こ
れ
が
高
値
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る

(
1
)

と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
】
　
　
　
　
　
　
-

一
次
に
.
.
生
活
必
需
品
価
格
の
上
昇
に
関
す
る

E
.
V
.
の
記
述
を
見
よ
う
。
・
こ
れ
に
よ
る
と
'
1

三
年
か
ら
二
〇
年
に
か
け
て
の
内
陸
部
の
物
価
上

昇
が
何
時
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
不
詳
で
あ
る
が
'

最
初
の
う
ち
は
パ
ッ
サ
ー
ル
の
物
価
は
そ
れ
ほ
ど

第7表　ジャワ・マヅラの米輸入畳と米価指数

190 1 1904 1911 1912 1913 1914 1915 1916 1917 19 18 19 19 1920 1921 1922 1923 m ¥

纏 綿 325 .58 133. 17 396.19 245.58 258.41 215.74 333.76 390.76 406.49 4 12 .52 14 1.92 114 .33 76.54 00.77 199.90 242.E7

米価指数 .87 76 95 110 100 97 95 102 110 140 141 228 192 141 13 1 145

出所・.ChangingEarn叫y tn Indones血i. Vol. 4, p. 45-46及びp. 69-71
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影
響
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
'
一
七
年
末
の
段
階
で
も
米
や
ヤ
シ
油
'

石
油
な
ど
と
い
っ
た
生
活
必
需
品
は
な
お
一
・
五
倍
以
下
の
値
上
り
で

あ
っ
た
。
急
速
な
物
価
上
昇
が
始
ま
っ
た
の
は
一
八
年
末
か
ら
で
あ
り
'

こ
れ
に
よ
っ
て
農
村
部
の
伝
統
的
な
貨
幣
価
値
が
掘
り
崩
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
'
ー
こ
の
場
合
に
'
農
村
部
で
は
た
し
か
に
現
金

の
使
用
が
急
速
に
増
加
し
て
は
い
る
が
'
な
お
自
給
部
門
が
残
っ
て
い

る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
L
t
ま
た
作
物
価
格
上
昇
と
い

う
利
点
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
以
上
が
t
 
E
.
V
.
か
ら
ま
と
め
ら
れ

(
2
)

る
要
点
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
検
討
か
ら
t
 
H
大
戦
末
期
ご
ろ
か
ら
'
物
価
の
急
上
昇

が
始
ま
っ
た
こ
と
へ
桝
そ
の
影
響
を
農
民
経
済
が
ど
の
程
度
に
受
け
る

か
は
'
自
給
部
門
が
ど
れ
ほ
ど
残
っ
て
い
る
の
か
'
農
家
の
生
産
す
る

作
物
が
ど
の
程
度
に
商
品
と
し
て
市
場
へ
出
て
い
る
か
と
い
っ
た
条
件

に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
点
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
以
下
'
こ
れ
を
ふ
ま

え
て
エ
ア
ー
タ
I
の
得
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
地
域
に
つ
い
て
,
更
に
細

か
く
物
価
の
動
き
を
追
い
'
こ
れ
と
借
地
料
'
賃
金
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

第
一
は
'
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
州
プ
ラ
マ
ン
県
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の

県
に
は
'
二
〇
年
段
階
で
パ
タ
ル
カ
ン
P
a
t
a
r
o
e
k
a
n
(
収
穫
面
積
一
四

二
五
バ
ウ
)
'
ス
ム
ブ
ル
ハ
ル
ジ
　
S
o
e
m
b
e
r
h
a
r
d
j
o
(
　
〇
三
八
バ

ウ
)
'
チ
ョ
マ
ル
T
i
o
m
a
K
二
三
五
〇
バ
ウ
)
'
バ
ン
ジ
ャ
ル
ダ
ワ
B
a
n
-

(
3
)

d
i
a
r
d
a
w
a
(
一
二
七
五
バ
ウ
)
の
四
機
業
が
存
在
し
て
い
た
。
さ
て
'

第
8
表
は
'
こ
の
県
の
主
な
食
糧
品
価
格
と
'
借
地
料
及
び
賃
金
の
動

き
を
'
・
1
九
1
四
年
'
二
〇
年
'
二
E
l
年
に
つ
い
て
1
覧
し
た
も
の
で

あ
る
。
表
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
'
第
一
に
各
品
目
の
値
上
り
の
う
ち
で

主
食
類
の
そ
れ
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
'
こ
の
時
期
の

値
上
り
が
主
食
類
に
家
計
支
出
の
大
部
分
を
つ
ぎ
込
む
貧
農
層
に
と
っ

・
・

て
'
と
く
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
第
二
に
'
賃

金
や
借
地
料
の
絶
対
額
は
外
国
人
企
業
の
方
が
高
い
が
'
そ
の
上
昇
率

は
低
く
'
住
民
相
互
間
の
場
合
が
物
価
上
昇
に
比
較
的
近
づ
い
て
い
る

の
に
対
し
て
'
は
る
か
に
下
回
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
'

前
章
で
見
た
糖
業
の
支
払
う
借
地
料
や
労
賃
の
上
昇
が
'
そ
れ
ほ
ど
に

目
ざ
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
し
て
'
第
三

番
目
に
'
一
九
二
〇
年
に
お
け
る
実
質
借
地
料
や
実
質
賃
金
の
低
下
'

と
く
に
陪
業
な
ど
の
外
国
人
企
業
に
お
け
る
そ
れ
が
目
立
っ
て
い
る
。

第
二
番
目
の
例
は
ク
デ
ィ
リ
州
ク
テ
ィ
リ
県
に
つ
い
て
で
あ
る
。
第

9
表
に
'
農
産
物
価
格
や
借
地
料
'
労
賃
の
デ
ー
タ
I
を
掲
げ
て
お
い

た
。
残
念
な
こ
と
に
'
こ
の
県
に
つ
い
て
は
二
〇
年
の
価
格
チ
ー
タ
ー

が
欠
け
て
お
り
'
借
地
料
や
賃
金
と
の
正
確
な
比
較
検
討
が
で
き
な
い

の
で
あ
る
が
'
表
か
ら
は
以
下
の
点
が
窺
わ
れ
よ
う
。
先
ず
'
借
地
料

に
つ
い
て
は
二
〇
年
よ
り
も
二
四
年
の
方
が
更
に
上
昇
し
て
い
る
。
こ

の
点
は
'
先
の
ブ
マ
ラ
ン
県
と
は
違
っ
た
特
教
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
最

低
借
地
料
実
施
時
期
と
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
が
'
詳
紐
は
不
明
で
あ
る
。

次
に
'
借
地
料
の
上
昇
率
は
か
な
り
大
き
い
が
'
米
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
「
九
年
ま
で
の
上
昇
か
ら
考
え
る
と
'
お
そ
ら
く
二
〇
年
段
臆
で
は

実
質
借
地
料
は
低
下
し
'
二
四
年
段
階
で
は
改
善
さ
れ
た
と
推
定
で
き

よ
う
。
同
様
に
ク
ー
リ
ー
の
日
当
を
見
る
と
'
や
は
り
二
〇
年
の
実
買

的
低
下
は
否
定
し
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
'
日
当
の
場
合

は
二
四
年
に
か
け
て
金
額
が
低
下
し
て
お
り
'
二
四
年
に
実
質
収
入
が

m



1910年代ジャワ培業と農民経済(植村)

第8表　Pemalang県における物価、借地料、賃金動向

品 目
平 均 LB 格 指 数

19 14 1 9 2 0 19 2 4 1 9 1 4 1 9 2 0 1 9 2

モ ミ ( ピ コル ) f. 2 .8 0 f. 6 .4 7 f . 4 . 0 8 1 0 0 2 3 1 1 4 5

白 米 ( . 〟 ) 6 .5 3 1 4 . 8 7 10 .0 9 1 00 2 2 8 1 5 4

赤 米 ( 〟 ) 5 .0 7 1 3 . 4 4 8 .0 9 10 0 2 6 5 1 6 0

トウモ ロ コシ ( 〟 ) 2 .4 7 5 . 8 4 3 . 6 7 10 0 2 3 6 1 4 9

カ ツ サ バ ( 〟 ) 0 .6 0 1. 4 3 0 .9 0 10 0 2 3 8 1 5 0

甘 藷 ( 〟 ) 0 .9 1 2 . l l 1 . 19 10 0 2 3 2 13 1

大 豆 ( 〟 ) 7 . 3 2 13 . 4 6 9 .0 7 10 0 1 8 6 12 5

落 花 生 ( 〟 ) 3 .7 6 7 . 0 7 5 . 2 6 10 0 16 1 14 0

コ コ ヤ シ 1 0 0 個 ) 3 .0 1 9 . 2 0 5 . 2 0 lo o 3 0 5 17 0

水 牛 肉 ( ピ コル ) 29 .9 0 5 8 . 5 1 3 8 . 5 0 10 0 19 5 12 9

牛 肉 ( 〟 ) 3 5 .8 8 5 8 .4 9 4 6 . 6 4 10 0 16 3 13 0

塩 魚 ( 〟 ) 2 4 . 0 0 3 6 .6 6 2 9 . 2 5 10 0 15 3 12 2

鶏 卵 ( 1 0 0 個 ) 1 . 6 1 3 .8 5 2 . 5 1 10 0 2 3 3 15 6

ア ヒ ル 卵 ( 〟 )

平 均

2 . 3 3 5 .0 8 3 . 2 8 10 0

10 0

2 18

2 17

14 1

14 3

( 借 地 料 )

由 業 ( 外 人 ) 4 5 ~ 7 5 平 均 6 0 60 ~ 1 20 平均 9 0 7 0 - 1 0 2 平 均 8 6 10 0 1 50 14 3

米 作 ( 〟 ) 10 - 3 2 1ゐ 平 均 2 4 5 0 平均 5 0 3 0 ~ 7 4 平 均 5 2 10 0 2 08 2 16

米 作 (住民相互 ) 7 % ~ 3 0 平 均 2 0 1 0 ~ 70 平 均 40 10 - 5 5 平 均 3 2 1ゐ 10 0 2 00 16 2

( 賃 金 )

欧 人 企 業 職 人 . 3 0 ct .~ 3 2 5 c t. 5 0 ct .~ 50 0 ct . 4 0 c t.~ 3 2 5 c t.

10 0 1 58 15 8〝 〝ク l リー 2 5 c t.~ 3 5 c t. 4 O ct .- 5 5 ct . 4 5 c t.~ 5 0 c t.
平均 3 0 ct . 平 it}* 7 1.A C t . 平 jり4 7 'A c t.

住 民 企 業 職 人 2 5 c t.~ 7 5 c t. 3 5 ct .~ 1 5 0 ct . 5 0 c t.~ 10 0 c t.

1 0 0 1 7 5 16 2〝 〝クー リ】 10 c t.~ 3 0 c t. 1 5 ct .~ 5 5 ct . 20 c t.~ 4 5 c t.
平治 2 0 ct . 平 出 3 5 ct . 平土日3 2 1ゐC t.

出所:」 V. II,p.94-95.

表中のfはフロ-リン, ct.はセント,なお珪金は日当である.

上
昇
し
た
と
は
い
え
な
い
。

第
三
番
目
の
例
は
ス
ラ
バ
ヤ
州
ジ
ョ
ン
バ

ン
県
で
あ
る
。
第
1
0
表
に
諸
物
価
と
借
地
料

を
示
し
て
お
い
た
。
こ
こ
で
も
'
二
〇
年
の

平
均
借
地
料
の
実
質
額
は
上
に
掲
げ
た
食
糧

品
の
値
上
り
か
ら
見
る
限
り
'
か
な
り
1
三

年
よ
り
も
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
'
物
価
の
下
降
に
よ
っ
て
へ
′

額
面
の
値
下
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
二
四
年

の
実
質
借
地
料
は
上
昇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
四
番
目
の
例
は
'
パ
ス
ル
ア
ン
州
マ
ラ

ン
県
北
部
の
ト
ゥ
パ
ン
監
督
官
管
区
に
関
し

て
'
物
価
と
賃
金
を
比
較
し
た
(
第
1
 
1
表
)
0

こ
こ
で
は
'
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
値
上
り
が
大

き
い
の
が
特
色
で
あ
る
が
'
そ
れ
を
除
い
て

米
だ
け
で
比
較
し
て
も
'
や
は
り
二
〇
年
の

実
質
賃
金
の
下
降
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
'

糖
業
労
働
者
に
関
す
る
限
り
'
二
四
年
に
至

っ
て
も
一
三
年
の
実
質
賃
金
水
準
を
回
復
し

(
5
)

て
い
な
い
。

以
上
'
四
地
域
に
つ
い
て
の
検
討
か
ら
'

一
般
に
二
〇
年
に
は
借
地
料
'
賃
金
の
実
質

額
が
か
な
り
低
下
し
'
そ
の
後
'
次
第
に
回

復
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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第9表　Kediri県における物価、借地料、賃金動向

品 目
平 均 価 格 指 数

19 13 19 18 19 19 19 20 192 2 192 3 1924 1913 1918 19 19 1920 1922 1923 1924

モ ミ ( ピ コ ル )

栄 ( ' )

f.3 .4 2 6 .2 5 l l.25 4 .15 4. 40

1 0. 50

5.2 5

12 .2 5

1 00

1 00

10 0

10 0

100

100

18 3

17 4

14 0

17 5

167

32 9

27 6

20 0

225

2 67

12 1

149

2 20

2 19

2 33

14 3

12 9

153

2 67

16 9

15 3

17 1

154

6 .8 8 12 .0 0 19 .00 10 .25 1 78

トウモ ロコ シ ( " ) 3 .7 5 5 .25 7 .50 S j 5 1 0.0 0 7 .5 0 20 0

カ ツサバ ( 〟 ) 0 .80 1 .40 1 .80 1.7 5 1.3 5 1.1 5 14 4

落 花 生 ( 〟 ) 3 .75 6. 25 10 .0 0 8 .7 5 5 .7 5 5 .75 15 3

木豆 ( . ) 7 .00 8. 75 13 .0 0 10 .0 0 12 .00 10 .00 125 186 143

コ コ ヤ シ ( 1 0 0 個 ) 4 .3 0 7 .5 0 5 .0 0 5 .25 5 .25

(借 地 料 )

B og o K id oe l 製 た 工 場

K a w ar assan

f. 34 .0 7

38 .9 9

7 8 .30

7 5 .66

7 9.9 6

80 .2 3 10 0 194 20 6

M en an g 40 .7 8 7 6 .7 1 85 .3 0 10 0 188 20 9

N g an d jo ek 29 .4 5 3 7. 74 64 .9 4 10 0 128 22 1

P e sa n tre n 3 5 .2 2 7 6. 64 83 .58 100 2 18 23 7

D jati 〝 3 1 .40 6 5.5 3 62 .0 1 100 20 9 19 7

L e sta ri

M n tian

4 9.5 3

38 .7 5

55 .0 1

79 .4 4

6 0 .10

8 4 .9 1

100 1 11 12 1

平 均 37 .2 7 68 . 13 7 4.7 5 100 - - 18 2 - - 20 0

( 非 常 冒 クー リ- 日当 )

L e stari 態 精 工 甥 32 ct. 55 4 0 10 0

lo o

10 0

100

100

100

100

10 0

lo o

10 0

10 0

100

172 12 5

D jati 〝 27 % 56 5 0 2 04 18 2

N g a n djcだk J, 男 子 32 % 5 2 地 4 2地 162 13 1

〝 〝 女 子 25 4 5 40 18 0 160

P esan tren 男 子 3 5 5 9 44 16 9 126

′ 〟 女 子 2 5 4 5 35 18 0 14 0

M em n g 3 1 5 5 40 17 7 129

K a甘a ras an 男 子

■ ′ 女 子

B o g o K id ∝ 1 ′

P ∝ r打o asn 男 子

′ ′ 女 子

3 l

W h

30

3 5

2 5

52 地

4 5

5 5

6 0

5 5

3 8 %

2 7 地

4 5

60

55

169

200

183

171

22 4

12 4

12 2

15 0

17 1

2 24

平 均 100 18 3 49

出所 :エ ー蝣'.11 p一149 、150.

'iii, Bogo Kidoelと, Mritjanの1913年Un信捜fiは. 1915年のものである.

そ
し
て
'
先
述
の
よ

う
に
物
価
上
昇
が
大

戦
末
期
ご
ろ
か
ら
急

激
に
な
っ
た
こ
と
を

考
え
る
な
ら
ば
'
培

業
地
帯
の
農
民
経
済

は
そ
の
頃
か
ら
急
に

悪
化
し
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
に
'
こ
の
頃

か
ら
精
美
に
対
す
る

ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
の

闘
争
が
始
ま
る
の
で

あ
る
が
'
同
時
に
こ

の
時
期
は
'
較
廷

ブ
ー
ム
に
よ
り
精
菜

の
景
気
が
回
挺
す
る

時
期
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
罰
付
け
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
精
菜

も
政
庁
も
良
民
の
要

求
に
あ
る
軽
度
は
応

じ
た
の
で
あ
っ
た

が
'
そ
の
程
度
は
物
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1910年代ジャワ桔業と良民経済(植村)

第 10表 D io m b a n g 県 に お け る 物 佃 、 借 地 料 動 向

品 目

モ ミ ( ピ コ ル )

1 9 1 3 1 9 19 19 20 19 2 1 19 2 2 i 19 2 3 ー 19 2 4

f . 4 . 1 0 8 . 5 0 1 0 .0 0 8 . 15 4 . 5 0 4 .0 0 4 .9 0

米 ( . I 8 . 6 0 1 7 . 5 0 1 9ー5 0 17 .5 0 l l. 2 5 1 0 .0 0 .-.・.-

ト ウ モ ロ コ シ ( 1 0 0 本 ) 0 . 3 5 1 . 0 0 0 . 9 0 0 .8 0 0 .5 7 0 . 4 2 0 .5 7

カ ツ サ バ ( ピ コ ル ) 0 . 3 9 2 . 5 5 3 . 5 0 0 .9 5 . 0 .8 5 1. 7 5

.

1 . 7 5

甘 請 ( 〟 ) 0 .3 1 2 .2 5 2 . 5 5 0 . 8 2 0 .8 7 2 . 0 0 1 . 6 5

コ コ ヤ シ ( 1 0 0 個 ) 4 .5 0 - 12 .0 0 5 . 5 0 5 . 5 0 1 5 .0 0

(借 地 料 )

長 期 契 約
f. 25 ~ 50 f.3 5 ~ 7 5

f.65- 110 f. 6S ~ 9 0 f.6 7 ~ 8 1

一 年 契 約 f.30- 110 f. 5 1~ 58 f. 38 ~ 59

平 均 f . 4 0 f . 7 0 f. 60

出所:E V. II, p. 127-128.

佃
上
昇
を
は
る
か
に
下

回
る
も
の
だ
っ
た
の
で

ォ

あ
る
。さ

て
'
最
後
に
'
以

上
の
状
況
が
当
時
の
村

落
社
会
内
部
で
如
何
な

る
意
味
を
持
っ
た
か
に

関
す
る
E
.
V
.
所
載
の

住
民
の
経
済
状
況
に
つ

い
て
の
記
事
を
検
討
し

て
お
き
た
い
。
即
ち
'

ブ
ラ
マ
ン
県
に
関
し
て

E
.
V
.
は
'
一
般
的
に

経
済
状
況
を
述
.
へ
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
'
い

く
つ
か
の
階
層
に
分
け

て
論
じ
る
必
要
が
あ
る

と
し
て
'
住
民
を
ク
ー

リ
ー
と
農
民
に
大
別

L
t
後
者
を
更
に
小
農

(
農
業
だ
け
で
は
生
計

維
持
が
出
来
な
い
階
層

の
農
民
)
'
中
農
(
家

族
を
養
う
の
に
必
要
な

だ
け
の
食
糧
を
生
産
す

る
農
民
層
)
'
上
農
(
衣

族
が
消
費
す
る
量
以
上

に
生
産
す
る
農
民
層
)

に
分
け
る
。
そ
し
て
'

ク
ー
リ
ー
は
'
二
〇
年

ご
ろ
に
経
済
状
態
が
悪

く
な
っ
た
が
'
糖
業
で

働
く
場
合
に
は
と
く
に

そ
う
で
あ
る
。
そ
の
賃

金
上
昇
は
生
活
必
需
品

の
値
上
り
に
は
る
か
に

及
ば
な
い
の
で
あ
る
。

二
四
年
に
状
況
は
好
転

し
'
糖
業
の
支
払
う
賃

金
は
一
四
年
段
階
と
同

じ
購
買
力
を
持
つ
に
至

っ
た
。
住
民
相
互
で
支

払
う
賃
金
の
購
買
力

第 11表 T o e m p a n g 監 督 官 管 区 にお l1 る物 価 、 賃 金 動 向

価 格 指 数

品 目
19 13 19 2 0 1 9 2 4 1 9 1 3

10 0

1 9 20

3 2 5

19 24

1 7 5
モ f. 2 .0 0 f. 6 .5 0 f. 3 . 5 0

米 6. 5 0 2 5 .0 0 8 .0 0 10 0 3 8 5 1 2 3

皮 付 ト ウ モ ロ.コ シ 1. 5 0 l l . 0 0 4 . 00 、10 0 7 3 3 2 6 6

3 0 ct二 10 0 1 20 1 20

( 男 子 賃 金 )

住 民 相 互 25c t. 3 0 c t.

タ バ コ 小 屋 で の 作 業 35 4 5 4 5 10 0 1 2 9 1 2 9

痩 . 莱 40 5 0 4 5 10 0 12 5 1 1 3

山 地 栽 培 40 6 0 50 10 0 15 0

1 3 1

12 5

1 2 1・ tf j 3 5 4 6 4 2 . 5 1 0 0

出所:且V. II,p. 138-139.

は
'
一
四
年
よ
り
も
上

昇
し
た
。
次
に
'
小
農
は
'
ク
ー
リ
ー
に
つ
い
て
述
べ
た
の
と
同
じ
こ

と
が
言
え
る
が
'
彼
ら
が
食
糧
の
一
部
分
を
自
給
し
て
い
る
分
だ
け
ま

L
で
あ
る
。
た
だ
し
'
糖
業
に
土
地
を
貸
出
し
て
い
る
場
合
に
は
状
況

は
よ
り
悪
く
な
る
。
中
農
に
つ
い
て
は
'
糖
業
へ
土
地
貸
出
を
行
な
っ

ai



て
い
な
い
限
り
'
ほ
と
ん
ど
経
済
状
況
に
変
化
が
み
ら
れ
な
い
。
最
後

に
上
農
は
'
恐
ら
く
経
済
状
態
が
前
進
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
層
の
農

民
は
雇
用
労
働
を
用
い
て
耕
作
を
行
な
う
の
で
あ
る
が
'
二
〇
年
に
は

生
産
物
価
格
に
比
べ
て
労
賃
が
か
な
り
低
か
っ
た
こ
と
が
,
そ
の
理
由

Q

で
あ
る
。
以
上
が
'
そ
の
要
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
階
層
別
に
分
け
て
経
済
状
況
を
論
じ
る
と
い
う
記
述
は

ト
ゥ
ン
パ
ン
監
督
官
管
区
'
ク
デ
ィ
リ
県
に
つ
い
て
も
'
多
少
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
の
違
い
は
あ
る
が
,
見
ら
れ
　
そ
し
て
こ
れ
ら
に
共
通
す
る

論
点
は
'
物
価
上
昇
は
貧
困
農
民
層
に
は
不
利
に
'
富
裕
農
民
層
に
は

有
利
に
作
用
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
'
ま
た
'
権
業
へ
の
関
与
は
没

落
要
田
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
議
論
で
は
上
農
の
権
業
へ
の
土
地
貸
出
が
な
い
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
お
り
'
果
し
て
そ
の
前
提
が
成
り
立
つ
か
否
か
と
い
っ
た
問
題

も
あ
る
が
'
少
-
と
も
梧
業
で
働
く
ク
ー
リ
ー
'
即
ち
非
占
有
農
民
や

貧
農
'
塘
業
に
土
地
を
貸
出
し
て
い
る
中
小
農
が
不
利
で
あ
っ
た
こ
と

は
納
得
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
階
層
が
糖
業
と
関
係
す
る
場
合
,
多
く

は
現
金
収
入
の
た
め
に
梧
業
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
構
造
が
背
景
に

(
9
)

あ
り
'
実
質
借
地
料
・
賃
金
の
低
下
の
影
響
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
か
ら

で
あ
る
。
次
に
上
農
屑
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
と
さ
れ
る
点
に
つ
い
て

考
え
よ
う
。
も
し
彼
ら
が
塘
業
に
土
地
を
貸
出
し
て
い
る
場
合
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
'
貸
出
は
自
ら
の
再
生
産
に
必
要
な
部
分
を

越
え
る
部
分
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
る
た
め
'
も
と
も
と
中
小
農
の
場
合

(柑)

よ
り
有
利
な
条
件
の
こ
と
が
多
く
'
ま
た
実
質
借
地
料
が
低
下
し
て

も
何
ら
か
の
代
替
措
置
を
と
り
う
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
の

で
'
そ
れ
ほ
ど
損
失
を
被
る
と
は
考
え
に
く
い
。
少
く
と
も
'
糖
業
へ

土
地
を
貸
出
し
た
た
め
に
没
落
す
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ

で
は
'
こ
こ
で
前
提
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
梧
業
と
関
係
し
て
い
な
い

場
合
は
ど
う
か
。
こ
の
場
合
'
果
し
て
彼
ら
が
'
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
賃
労
働
を
用
い
て
商
業
的
農
業
を
展
開
し
て
い
る
の
か
'
そ

れ
と
も
従
来
か
ら
の
現
物
地
代
に
よ
る
刈
分
小
作
に
た
よ
っ
て
い
る
の

か
で
'
条
件
が
大
き
く
変
っ
て
こ
よ
う
。
た
し
か
に
一
部
地
域
で
は
,

一
〇
年
代
終
り
の
時
期
に
お
い
て
'
刈
分
小
作
が
消
滅
し
賃
労
働
雇
用

へ
と
変
っ
て
い
っ
た
と
い
う
調
査
望
ロ
も
あ
る
・
4
?
果
し
て
表
的

債
向
な
の
か
否
か
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
こ
の
議
論
に
は
若
干
の
問
題
点
も
あ
る
が
'
階
層
別

に
分
け
る
視
点
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
'
少
く
と
も
物
倍
上
昇
と
実

質
借
地
料
'
賃
金
の
下
降
が
下
層
農
民
に
よ
り
厳
し
い
影
等
を
与
え
た

こ
と
を
示
按
し
た
点
は
評
価
さ
れ
て
も
よ
い
。
今
後
'
ジ
ャ
ワ
の
農
民

層
分
解
を
検
討
す
る
上
で
'
そ
の
一
要
因
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
'
へ
き
点

で
あ
ろ
う
。

m

育
-
)
　
R
K
I
.
p
.
8
5
所
載
の
米
伍
指
款
は
若
干
異
っ
て
お
り
・
左
の
ヨ
ゥ

で
あ
る
(
付
表
2
)
。
た
だ
し
も
全
株
の
怯
向
は
同
じ
で
あ
る
・

(
o
>
)
i
b
i
d
.
,
p
.
8
7
を
参
照
。

(
3
)
K
.
V
.
1
9
2
1
,
b
i
i
l
a
g
e
Z
.

(
4
二
九
二
四
～
二
五
年
の
時
期
に
お
け
る
住
民
各
臆
眉
の
家
計
を
詞
孟

し
た
デ
ー
タ
I
を
生
め
て
整
理
し
た
　
B
o
c
k
e
,
J
.
I
H
.
I
.
-
n
l
a
n
d
s
c
h
c

b
u
d
g
e
t
t
e
n
,
"
(
K
o
l
o
n
i
a
a
l
S
t
u
d
i
S
n
,
1
9
2
6
1
)
p
.
2
2
9
-
3
3
1
に
よ
る
と
・
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会
田
層
な
ど
家
計
支
出
に

占
め
る
主
食
算
(
米
や
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
購
入

に
充
て
る
訂
分
)
　
の
割
合

が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。

(
i
o
)
　
E
.
V
.
I
I
に
は
・
こ
こ
に
挙
げ
た
四
地
場
以
外
に
'
ポ
ン
ド
ウ
ォ
ソ

県
(
ブ
ス
キ
州
)
の
デ
ー
タ
I
も
掲
載
し
て
い
る
が
、
掲
げ
ら
れ
た
デ
ー

タ
I
の
不
椅
な
る
こ
と
や
'
統
幅
の
関
床
か
ら
省
略
し
た
。

(
6
)
　
巾
・
T
:
'
け
i
z
s
r
c
と
-
V
.
 
-
.
.
J
.
U
.
る
に
・
Z
4
1
?
て
　
さ
れ
た
r
L
5
7
モ

ミ
市
場
巧
格
と
現
実
の
モ
ミ
価
格
と
に
差
が
あ
り
す
ぎ
、
最
低
借
地
料

が
伍
す
ぎ
る
の
で
、
こ
の
点
を
考
慮
し
て
そ
の
引
上
げ
を
実
施
す
.
へ
き

で
あ
る
と
い
う
内
容
の
通
達
が
二
九
年
四
月
及
び
二
〇
年
七
月
の
二

度
に
亘
っ
て
地
方
行
政
首
長
宛
の
内
務
省
長
官
廻
状
と
い
う
形
式
で
出

さ
れ
て
い
る
。
詳
紐
は
H
a
n
d
b
o
e
k
,
p
.
5
9
-
6
1
参
照
。

t
-
)
　
E
.
V
.
I
I
,
p
.
9
6
.

(
8
)
　
ト
ゥ
ン
バ
ン
に
つ
い
て
は
i
b
i
d
.
,
p
.
1
3
9
-
1
4
0
.
ク
ヂ
ィ
リ
に
つ
い

て
は
p
.
1
5
2
を
参
照
の
こ
と
。

(
9
)
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
拙
稿
「
機
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ジ
ャ
ワ

農
村
社
会
」
(
r
史
林
」
六
一
-
三
二
九
七
八
)
を
参
照
。

(
2
)
　
大
土
地
所
有
者
が
培
業
へ
土
地
貸
出
す
る
場
合
の
有
刺
さ
に
つ
い
て

は
・
拙
稿
「
倍
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ブ
ス
キ
農
村
社
会
」
(
r
史
林
」

六
六
-
二
、
一
九
八
三
)
を
参
照
。

(
〓
)
　
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
'
V
e
r
s
l
a
g
 
v
a
n
 
e
e
n

d
i
e
n
s
t
r
e
i
s
 
n
a
a
r
d
e
 
a
f
d
e
e
l
i
n
g
 
M
o
d
j
o
k
e
r
t
o
,
"
(
L
a
p
o
r
a
n
-

L
a
p
o
r
a
n
D
e
s
a
,
1
9
7
4
,
J
a
k
a
r
t
a
.
所
収
　
p
.
6
-
7
を
参
照
。

お
　
わ
　
り
　
に

小
論
で
は
、
一
九
1
0
年
代
ジ
ャ
ワ
梧
業
の
変
化
と
'
糖
業
が
農
民

に
支
払
う
借
地
料
'
賃
金
の
変
化
を
追
っ
て
き
た
。
第
一
次
大
戦
勃
発

の
影
響
は
・
当
初
・
必
ず
し
も
塘
業
の
状
況
を
悪
化
さ
せ
ず
'
大
戦
末

期
の
船
腹
不
足
が
は
じ
め
て
ジ
ャ
ワ
梧
業
に
大
き
な
不
況
を
も
た
ら
す

の
で
あ
る
。
次
い
で
'
戦
後
好
景
気
'
二
〇
年
不
況
と
'
糖
業
を
め
ぐ

る
状
況
は
大
き
く
変
化
す
る
の
で
あ
る
が
'
借
地
料
や
賃
金
は
必
ず
し

も
こ
れ
に
連
動
し
て
変
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
二
〇
年
代

後
半
の
名
目
額
は
一
貫
し
て
上
昇
慣
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
'
と
く
に

一
八
年
末
ご
ろ
か
ら
物
価
が
急
騰
L
t
そ
の
上
昇
率
が
借
地
料
や
賃
金

の
上
昇
率
を
大
き
く
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
り
'
こ
の
こ
ろ
か
ら
農
民
経

済
は
急
敦
に
状
況
が
悪
化
し
た
。
二
〇
年
は
そ
の
ピ
ー
ク
で
あ
り
'
そ

れ
ゆ
え
に
ス
ト
ラ
イ
キ
の
激
化
と
い
っ
た
状
況
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

小
論
で
は
'
こ
う
し
た
農
民
の
実
質
収
入
の
減
小
の
意
味
に
つ
い
て
'
当

時
の
農
村
社
会
経
済
構
造
の
変
動
の
中
に
位
置
づ
け
て
'
農
民
層
分
解
論

の
立
場
か
ら
具
体
的
に
検
討
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
'
適
当
な
史
料
が

手
に
入
ら
ず
果
せ
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
'
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。

(
省
略
記
号
)

V
.
H
.
　
V
e
r
s
l
a
g
 
o
m
t
r
e
n
t
 
H
a
n
d
e
l
,
N
i
j
v
e
r
h
e
i
d
 
e
n
 
L
a
n
d
b
o
u
w
 
v
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N
e
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e
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c
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e
-
B
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v
i
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K
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V
.
　
K
o
l
o
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i
a
a
l
V
e
r
s
l
a
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A
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S
.
　
A
r
c
h
i
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/
v
o
o
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d
e
S
u
i
k
e
r
i
n
d
u
s
t
r
i
e
i
n
N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
c
h
-
I
n
d
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E
.
V
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V
e
r
s
l
a
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v
a
n
d
e
n
E
c
o
n
o
m
i
s
c
h
e
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T
o
e
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a
n
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e
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l
n
l
a
n
d
s
c
h
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The Landowning Management in the Stages

of Rise and Decline of the Landowner System

-asanexample of the Sano (feff) Family
oi Okawa (±JI|) District Kagawa \W\I ) Prefecture -

by Kumiko Kimura

KagawaPrefecture, one of the most evolved in Japan in the landower system from the last
Edo (ULp) period, falls under the "Kinki (jSSI) Area Type" Landowner System, and is
famous as the region that the tenancy desputes struggled hard in the last Taisyo (^cIE) days.

It is the aim of this paper to analyze, dealing with the case of the Sano Family as one power-
ful landower of Kagawa Prefecture, in the stage of the rise and decline of the Landowner
System (from the early 1890's until 1930's).

The suger industry and the peasant
economy in Java in 1910s

by Yasuo Uemura

In this paper we examine the economic conditions of the Sugar plantations and their in-
fluences on the peasants' economy in Java in 1910s. After breaking out of the world war I there
continued a favourable time for them for about 2 years, but since the end of 1916 the situation

became seriously worse because the want of shipping hinderd the export. Then came the after
war boomand Java-sugar was exported extensively at the very high prices which continued to

the middle of 1920, when suddenly came slump.
The levels of the rents on wages which the sugar plantations payed to the peasants, however, didn't

necessarily reflect the above-mentioned situations directly. Generally speaking, nominal value
of them became higher throughout the latter half of 1910s.

But when we examine the real value of them, they declined seriously because of the speedy

rise of the cost of living since 1918, which reached its pesk in 1920. And these situations were
thought to be severere for the unpossessed on small-scale peasants than for the large-scale

peasants because the former had to rely on the sugar plantations more than the latter.

"La Politique au village" en France au XIXe siecle

-LaMidi mediteranneen sous la Monarchic de
Juillet et la II« Republique -

par Shigeru Makihara

Depuis la Revolution Francaise, 1, Evolution ddmocraique du systeme politique en France a

1
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